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佐
々
町
で
は
、
未
活
用
の
町

有
地
が
町
内
に
点
在
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
一
般
質
問
の
場
に
お

い
て
も
、
多
く
の
議
員
か
ら
利

活
用
に
関
す
る
提
案
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、「
町
民

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
の
か
」

「
事
業
と
し
て
継
続
可
能
な
の

か
」
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
、

具
体
的
な
進
展
に
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た

背
景
か
ら
、
町
有
地
利
活
用

の
先
進
事
例
と
し
て
広
陵
町
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
広
陵
町
で
は
、
公
共
施
設
や

未
利
用
地
の
利
活
用
を
検
討
す

る
際
に
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
を
積
極
的
に
活
用
し
、
民
間

事
業
者
の
知
見
や
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
と
は
、

自
治
体
が
公
共
施
設
や
未
利
用

地
の
活
用
を
検
討
す
る
初
期
段

階
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
と

の
対
話
を
通
じ
、
市
場
性
や
事

業
成
立
性
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
手
法
で
す
。
特
に
、
未
利

用
町
有
地
の
利
活
用
や
公
共
施

設
再
編
、 

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業（※
）の
検
討
に
お
い
て
有
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
々
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
績
が

な
く
、
今
回
の
説
明
は
非
常
に

参
考
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

公
共
施
設
跡
地
を
民
間
事
業
者

に
売
却
し
、
利
活
用
さ
れ
た
具

体
例
と
し
て
「
長
龍
ブ
リ
ュ
ー

パ
ー
ク
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
長
龍
ブ
リ
ュ
ー
パ
ー
ク
は
、

広
陵
町
に
所
在
す
る
長
龍
酒
造

が
運
営
す
る
、
日
本
酒
や
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
を
楽
し
め
る
施
設

で
、
令
和
４
年
３
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
幼
稚

園
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
施

設
で
、
住
宅
地
の
中
心
に
立
地

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で

は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広

い
世
代
が
集
う
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
工
芝
の
ス
ペ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
さ
れ
、
町
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　
今
回
の
視
察
を

通
じ
、
町
有
地
の

利
活
用
に
お
い
て

は
、
行
政
だ
け
で

方
向
性
を
決
め
る

の
で
は
な
く
、
民

間
の
発
想
や
市
場

性
を
早
い
段
階
か

ら
取
り
入
れ
る
こ

と
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
佐
々
町
に
は
、

町
の
将
来
に
つ
な

が
る
可
能
性
を
秘

め
た
町
有
地
が
数

多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
声
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
で
、
次
の

世
代
に
も
誇
れ
る
利
活
用
の
在

り
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
回

の
学
び
を
今
後
の
議
論
や
政
策

提
案
に
生
か
し
、
佐
々
町
の
魅

力
と
活
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

※

Ｐ
Ｐ
Ｉ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は…

　
行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
、
お

互
い
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
最
適
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
実
現
し
、
地
域
の
価
値

や
住
民
満
足
度
の
最
大
化
を
図
る

も
の
。

町有地の利活用について
（跡地利活用におけるサウンディング調査）

長瀧ブリューパークで集合写真

奈良県広陵町

意見交換中の雰囲気

長瀧ブリューパークの入り口

令和７年11月17日（月）に奈良県広陵町で、18日（火）に岐阜県笠松町で
視察研修を実施しました。参加者は、議員10名、議会事務局２名、
執行部２名の計14名です。
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先進地視察研修

　
今
回
の
視
察
先
を
選
ん
だ
理

由
と
し
て
、
佐
々
町
で
は
、
ま

だ
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
定
例
議
会
の
一
般
質
問

で
も
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
度
々
議
題
に
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
多
額
の
費
用
も
か
か
る

た
め
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
導

入
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
で
も
教
育
委
員
会
で
は

様
々
な
方
法
を
検
討
さ
れ
、
ス

ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
に
つ
い
て
も

情
報
収
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
す
で
に
導
入
さ
れ

て
い
る
笠
松
町
を
訪
問
し
、
実

際
に
ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
を
体

感
し
て
き
ま
し
た
！

　
ま
ず
、笠
松
町
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
、
事
前
質
問

に
対
す
る
回
答
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
質
問
で
は
、
清
掃
や

点
検
の
頻
度
、
ど
こ
に
頼
ん
で

い
る
か
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面

の
こ
と
や
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
、

リ
ー
ス
総
額
な
ど
の
詳
細
な
資

料
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
実
際
に
設
置
さ
れ
て
い
る

松
枝
小
学
校
の
体
育
館
へ
移
動

し
、
冷
暖
房
の
機
能
を
持
つ
ス

ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
小
学
校
に
は
、

片
面
３
基
の
計
６
基
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
電
源
を
入
れ
て
か
ら
、
冷
え

る
ま
で
時
間
も
か
か
ら
ず
、
音

も
大
き
く
な
か
っ
た
の
で
、
式

典
な
ど
で
も
問
題
な
く
使
え
る

と
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
、
や
は
り
卓

球
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
風
の
影
響
を

受
け
て
し
ま
う
よ

う
で
す
。
他
の
球

技
や
、
体
育
の
授

業
に
は
影
響
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
る

先
生
方
に
も
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　
笠
松
町
で
は
、
一
般
の
方
の

体
育
館
利
用
時
は
コ
イ
ン
タ
イ

マ
ー
式
に
な
っ
て
お
り
、
消
し

忘
れ
な
ど
も
な
く
、
使
う
か
ど

う
か
の
選
択
も
で
き
る
の
で
い

い
方
法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
笠
松
町
職
員

の
方
を
は
じ
め
、
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
先
生
に

も
ご
対
応
い
た
だ
き
、
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
質
問
に
ご
回
答
く

だ
さ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
体
感
で
き
た
の

は
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
佐
々
町
で
も
少
し
で
も
早
く

導
入
で
き
る
よ
う
に
、
費
用
面

や
、
ど
の
タ
イ
プ
の
物
が
適
し

て
い
る
か
な
ど
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

スポットバズーカ

片面に３基ずつ

風の通りを考えて設置されている

岐阜県笠松町

広報委員会メンバー

熱中症対策について
（体育館等におけるスポットクーラーの設置）
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伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
、

リ
ー
ス
総
額
な
ど
の
詳
細
な
資

料
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
実
際
に
設
置
さ
れ
て
い
る

松
枝
小
学
校
の
体
育
館
へ
移
動

し
、
冷
暖
房
の
機
能
を
持
つ
ス

ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
小
学
校
に
は
、

片
面
３
基
の
計
６
基
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
電
源
を
入
れ
て
か
ら
、
冷
え

る
ま
で
時
間
も
か
か
ら
ず
、
音

も
大
き
く
な
か
っ
た
の
で
、
式

典
な
ど
で
も
問
題
な
く
使
え
る

と
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
、
や
は
り
卓

球
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
は
風
の
影
響
を

受
け
て
し
ま
う
よ

う
で
す
。
他
の
球

技
や
、
体
育
の
授

業
に
は
影
響
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
る

先
生
方
に
も
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　
笠
松
町
で
は
、
一
般
の
方
の

体
育
館
利
用
時
は
コ
イ
ン
タ
イ

マ
ー
式
に
な
っ
て
お
り
、
消
し

忘
れ
な
ど
も
な
く
、
使
う
か
ど

う
か
の
選
択
も
で
き
る
の
で
い

い
方
法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
笠
松
町
職
員

の
方
を
は
じ
め
、
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
先
生
に

も
ご
対
応
い
た
だ
き
、
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
質
問
に
ご
回
答
く

だ
さ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
体
感
で
き
た
の

は
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
佐
々
町
で
も
少
し
で
も
早
く

導
入
で
き
る
よ
う
に
、
費
用
面

や
、
ど
の
タ
イ
プ
の
物
が
適
し

て
い
る
か
な
ど
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

スポットバズーカ

片面に３基ずつ

風の通りを考えて設置されている

岐阜県笠松町

広報委員会メンバー

熱中症対策について
（体育館等におけるスポットクーラーの設置）

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日）３



反対討論
国民健康保険財政の悪化は、町の運営上の問
題ではなく、県単位化に伴う拠出金増が直接
的な要因だと考える。県単位化は、人口や赤
字の多い自治体の負担を支えるものであり、
町が健康づくりの努力をして蓄えてきた基金
が削られるのはやるせない気持ちである。各
地で国保税の引き上げが続く中、物価高騰に
苦しむ町民に対して、１ヶ月に4,700円も上
がるというのは、容認できない。

賛成討論
物価高騰に苦しむ町民が国民健康保険税の引
き上げに納得できない気持ちには強く共感す
る。しかし、本改正は、さらなる負担を目的
としたものではなく、制度を持続させ、将来
も安心して医療を受けられる環境を守るため
のやむを得ない措置である。行政には、今後
さらなる医療費の抑制や予防事業の充実に努
めることを求め、苦渋の選択として本案に賛
成する。

令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）
国民健康保険税条例の一部改正の件
国民健康保険を財政運営するにあたり、歳入の不足分を財政調整基金を
取り崩して運営してきましたが、令和 8年度には基金が尽きる見込みであることから
安定した財政運営を確保するため、国民健康保険税率を改正するものです。

＊財政調整基金（地方自治体が年度ごとの財政の変動や急な支出などに備えるために積み立てておく預金）

＊持ち込み（一般家庭）の手数料については 2年間の経過措置を設けます。（令和10年６月30日まで）
　30㎏まで240円、30㎏超、10㎏ごと80円

持ち込み
（一般家庭）

持ち込み
（事業所）

10㎏まで
10㎏超、10㎏ごと

10㎏まで
10㎏超、10㎏ごと

40円
40円

80円
80円

30㎏まで
30㎏超、10㎏ごと

30㎏まで
30㎏超、10㎏ごと

300円
100円

300円
100円

改正前区分 改正後

対象おむつ
・紙おむつ
・紙パンツ

・汚物を取り除く
・透明または半透明に
　「紙おむつ」と書く

各地区の
可燃物収集日

・紙おむつ以外のごみ混入があれば収集しない
・ペット用おむつ、トイレシートは対象外
・家庭で使用した紙おむつ類のみ対象
・指定の可燃物の袋でもかまわない

条件 収集日 注意事項
おむつ無料収集

１人当たりの年間保険税額

年間保険税額

現行との差額

103,440円

17,945円

85,945円

改正後 改正前

令和８年度末の基金残高、保険税収入見込み

基金残高

保険税収入

12,643,817円

242,479,567円

△28,367,749円

201,468,000円

改正後 改正前

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日） ４

反対討論
決算を見越した補正予算と言いながら、農業
振興費の種子肥料費については新規の事業で
まだまだ検討の余地がある。
農業体験施設の活用について所管委員会でも
報告がされているが、全体的な方向性が決
まっていない中で予算化することについては
反対せざるを得ない。

町長答弁
特産品づくりは、役場・農協・生産者の三位
一体で取り組まなければならない。
関係機関との協力体制ができている今始めな
ければまた１年遅れてしまうためご理解いた
だきたい。

令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）

廃棄物の処理及び清掃に関する
一部改正の件（クリーンセンター）

区分 種類（袋の色）

一般廃棄物 可燃物（青色）

改正前 改正後
大：　　45円
小：　　30円

一般廃棄物
不燃物

・ガラス類
・金属類

・ガラス類
・金属類

（桃色）
（緑色）

大　　　　 ：
小　　　　 ：
特小（新設）：

45円
30円
20円

不燃物
（桃色）
（緑色）

・ガラス類
・金属類 （緑色）統合

＊特小袋が新たに加わります。
＊不燃物の袋が緑色に統合されます。

令和 7年度　各会計の補正予算

79億7,439万円

14億6,856万円

14億5,614万円

223万円

2億2,725万円

1,258万円

3億8,655万円

6億79万円

9億9,336万円

7億4,074万円

138億6,259万円

△4,849万円

6,041万円

△328万円

0円

489万円

4万円

7万円

△30万円

△314万円

△72万円

948万円

一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

国民健康保険診療所特別会計補正予算（第2号）

区分 今回の補正額 補正後の額

全会計合計

保険事業勘定

サービス事業勘定

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

水道事業会計補正
予算（第2号）

介護保険特別会計
補正予算（第2号）

公共下水道事業会計
補正予算（第3号）

令和8年7月1日
スタート

｝

一般会計補正予算（第6号）農業振興費　種子肥料費について

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日）５



反対討論
国民健康保険財政の悪化は、町の運営上の問
題ではなく、県単位化に伴う拠出金増が直接
的な要因だと考える。県単位化は、人口や赤
字の多い自治体の負担を支えるものであり、
町が健康づくりの努力をして蓄えてきた基金
が削られるのはやるせない気持ちである。各
地で国保税の引き上げが続く中、物価高騰に
苦しむ町民に対して、１ヶ月に4,700円も上
がるというのは、容認できない。

賛成討論
物価高騰に苦しむ町民が国民健康保険税の引
き上げに納得できない気持ちには強く共感す
る。しかし、本改正は、さらなる負担を目的
としたものではなく、制度を持続させ、将来
も安心して医療を受けられる環境を守るため
のやむを得ない措置である。行政には、今後
さらなる医療費の抑制や予防事業の充実に努
めることを求め、苦渋の選択として本案に賛
成する。

令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）
国民健康保険税条例の一部改正の件
国民健康保険を財政運営するにあたり、歳入の不足分を財政調整基金を
取り崩して運営してきましたが、令和 8年度には基金が尽きる見込みであることから
安定した財政運営を確保するため、国民健康保険税率を改正するものです。

＊財政調整基金（地方自治体が年度ごとの財政の変動や急な支出などに備えるために積み立てておく預金）

＊持ち込み（一般家庭）の手数料については 2年間の経過措置を設けます。（令和10年６月30日まで）
　30㎏まで240円、30㎏超、10㎏ごと80円

持ち込み
（一般家庭）

持ち込み
（事業所）

10㎏まで
10㎏超、10㎏ごと

10㎏まで
10㎏超、10㎏ごと

40円
40円

80円
80円

30㎏まで
30㎏超、10㎏ごと

30㎏まで
30㎏超、10㎏ごと

300円
100円

300円
100円

改正前区分 改正後

対象おむつ
・紙おむつ
・紙パンツ

・汚物を取り除く
・透明または半透明に
　「紙おむつ」と書く

各地区の
可燃物収集日

・紙おむつ以外のごみ混入があれば収集しない
・ペット用おむつ、トイレシートは対象外
・家庭で使用した紙おむつ類のみ対象
・指定の可燃物の袋でもかまわない

条件 収集日 注意事項
おむつ無料収集

１人当たりの年間保険税額

年間保険税額

現行との差額

103,440円

17,945円

85,945円

改正後 改正前

令和８年度末の基金残高、保険税収入見込み

基金残高

保険税収入

12,643,817円

242,479,567円

△28,367,749円

201,468,000円

改正後 改正前

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日） ４

反対討論
決算を見越した補正予算と言いながら、農業
振興費の種子肥料費については新規の事業で
まだまだ検討の余地がある。
農業体験施設の活用について所管委員会でも
報告がされているが、全体的な方向性が決
まっていない中で予算化することについては
反対せざるを得ない。

町長答弁
特産品づくりは、役場・農協・生産者の三位
一体で取り組まなければならない。
関係機関との協力体制ができている今始めな
ければまた１年遅れてしまうためご理解いた
だきたい。

令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）令和 7年度　主な議案（条例・補正予算）

廃棄物の処理及び清掃に関する
一部改正の件（クリーンセンター）

区分 種類（袋の色）

一般廃棄物 可燃物（青色）

改正前 改正後
大：　　45円
小：　　30円

一般廃棄物
不燃物

・ガラス類
・金属類

・ガラス類
・金属類

（桃色）
（緑色）

大　　　　 ：
小　　　　 ：
特小（新設）：

45円
30円
20円

不燃物
（桃色）
（緑色）

・ガラス類
・金属類 （緑色）統合

＊特小袋が新たに加わります。
＊不燃物の袋が緑色に統合されます。

令和 7年度　各会計の補正予算

79億7,439万円

14億6,856万円

14億5,614万円

223万円

2億2,725万円

1,258万円

3億8,655万円

6億79万円

9億9,336万円

7億4,074万円

138億6,259万円

△4,849万円

6,041万円

△328万円

0円

489万円

4万円

7万円

△30万円

△314万円

△72万円

948万円

一般会計補正予算（第6号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

国民健康保険診療所特別会計補正予算（第2号）

区分 今回の補正額 補正後の額

全会計合計

保険事業勘定

サービス事業勘定

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

水道事業会計補正
予算（第2号）

介護保険特別会計
補正予算（第2号）

公共下水道事業会計
補正予算（第3号）

令和8年7月1日
スタート

｝

一般会計補正予算（第6号）農業振興費　種子肥料費について

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日）５



11
月
25
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
国
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
職
員

給
与
を
見
直
し

・
令
和
７
年
度
の
国
の
人
事
院
勧

告
の
内
容
に
準
じ
て
佐
々
町
の

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

②
佐
々
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

●
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
保
育

の
ル
ー
ル
を
整
理

・
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
が
公
布
さ

れ
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い

佐
々
町
の
関
係
条
文
の
整
理
を

す
る
も
の
。（
佐
々
町
内
に
お

い
て
該
当
施
設
な
し
。）

③
佐
々
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
国
保
税
率
、
被
保
険
者
の
負
担

及
び
低
所
得
者
層
に
配
慮

・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

お
い
て
、
４
パ
タ
ー
ン
で
試
算

し
た
税
率
改
正
に
つ
い
て
審
議

を
行
っ
た
。
結
果
、
被
保
険
者

へ
の
負
担
に
配
慮
し
、
県
が
示

す
標
準
保
険
料
率
と
現
行
の
税

率
の
中
間
に
設
定
し
た
も
の
。

④
佐
々
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

●
ご
み
の
持
ち
込
み
料
金
が
変
わ

り
ま
す

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
手
数
料

等
の
改
定

　
⓵
ご
み
袋
に
つ
い
て

（
施
行
予
定
時
期
：
令
和
８

年
７
月
１
日
）

可
燃
物
（
特
小
）
を
新
た
に

作
成
。

不
燃
物
ガ
ラ
ス
類
と
不
燃
物
金

属
類
の
袋
を
緑
袋
に
統
一
。

　
⓶
直
接
持
ち
込
み
に
つ
い
て

（
施
行
予
定
時
期
：
令
和
８

年
７
月
１
日
）

　
30
㎏
ま
で
３
０
０
円
。

　
30
㎏
超
10
㎏
ご
と
に
１
０
０
円
。

　※

２
年
間
の
経
過
措
置

（
経
過
措
置
完
了
予
定
時
期
：

令
和
10
年
６
月
30
日
）

　
30
㎏
ま
で
２
４
０
円
。

　
30
㎏
超
10
㎏
ご
と
に
８
０
円
。

経
過
措
置
は
、
一
般
家
庭
の
持

ち
込
み
に
限
り
ま
す
。

　
⓷
紙
お
む
つ
無
料
回
収
。

（
施
行
予
定
時
期
：
令
和
８

年
７
月
１
日
）

　
条
例
改
正
等
な
し
。

※

条
例
等
に
つ
い
て
（
佐
々
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
）
と
関
連
し
て
い

る
た
め
省
略
。

※

条
例
等
に
つ
い
て
（
佐
々
町
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の一
部
改
正
に
つ
い
て
）

と
関
連
し
て
い
る
た
め
省
略
。

●
大
茂
・
江
里
地
区
、
暮
ら
し
や

す
さ
向
上
へ

　
辺
地
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
あ

い
だ
に
お
け
る
住
民
の
生
活
文
化

水
準
の
著
し
い
格
差
の
是
正
を
図

る
た
め
に
、
当
該
辺
地
の
公
共
的

施
設
の
計
画
的
な
整
備
に
つ
い

て
、
財
政
上
の
特
別
措
置
等
を
受

け
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
。

（
町
内
の
辺
地
は
大
茂
と
江
里

だ
け
）

【
そ
の
他
報
告
】

①
佐
々
町
組
織
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

●
総
務
課
内
に
「
危
機
管
理
班
」

を
設
置

②
町
有
施
設
の
事
故
に
よ
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
に
つ
い
て

●
佐
々
幼
稚
園
跡
地
で
の
事
故
対

応
を
報
告

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

に
つ
い
て

●
子
育
て
を
支
え
る
新
た
な
制
度

が
創
設

④
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
）
に
つ
い
て

●
全
申
請
分
の
支
給
が
完
了
し
た

こ
と
を
報
告

⑤
個
人
住
民
税
電
子
申
告
に

　
つ
い
て

●
申
告
手
続
き
も
デ
ジ
タ
ル
化
へ

１
．
条
例
等
に
つ
い
て

２
．
国
民
健
康
保
険
税
率
改
定

の
考
え
方
に
つ
い
て

３
．
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
手
数

料
の
改
定
に
つ
い
て

４
．
辺
地
総
合
整
備
計
画
策
定

に
つ
い
て

委

員

会

報

告

総
務
厚
生
委
員
会

現在の不燃物ごみ袋

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日） ６

11
月
13
日
（
木
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
解
体
が
進
む
旧
庁
舎
、
そ
の
後

は
駐
車
場
へ

　
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
解
体
後
は
駐
車
場

と
し
て
整
備
さ
れ
る
計
画
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
旧
庁
舎
解

体
後
の
２
工
区
・
３
工
区
の
整
備

に
関
し
て
は
、
県
へ
の
開
発
行
為

変
更
申
請
お
よ
び
建
築
確
認
変
更

申
請
が
必
要
と
な
り
、
一
定
の
期

間
を
要
す
る
見
込
み
と
さ
れ
て
い

る
。物
価
高
騰
の
影
響
を
踏
ま
え
、

継
続
費
予
算
の
範
囲
内
に
収
め
る

こ
と
を
優
先
し
、
事
業
費
を
抑
え

る
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ

と
。
工
事
完
了
時
期
は
令
和
８
年

度
末
を
見
込
み
、
進
捗
に
応
じ
て

議
会
へ
説
明
し
な
が
ら
進
め
る
と

さ
れ
た
。

　
寄
り
付
き
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、障
が
い
の
あ
る
方
に
限
ら
ず
、

妊
婦
や
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
方

も
利
用
で
き
る
運
用
を
検
討
す
る

と
の
説
明
を
受
け
た
。

11
月
26
日
（
水
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
佐
々
町
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
ど

う
描
く
？
総
合
計
画
の
見
直
し

　
第
７
次
総
合
計
画
後
期
計
画
お

よ
び
第
３
期
総
合
戦
略
の
策
定
に

向
け
、
総
合
計
画
審
議
会
の
開
催

や
庁
内
会
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
町
の
将
来
像

「
暮
ら
し
い
ち
ば
ん
！
住
む
な
ら

さ
ざ
」
に
つ
い
て
は
、
変
更
も
含

め
検
討
し
た
結
果
、
住
民
に
浸
透

し
て
い
る
こ
と
か
ら
継
続
使
用
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
人
口
目
標
に
つ
い
て
は
、
国

勢
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
２
０

３
０
年
の
目
標
人
口
を
下
方
修
正

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。

■
給
食
費
の
集
め
方
が
変
わ
る
？

公
会
計
化
に
向
け
た
準
備

　
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
度
２
学
期
か
ら

の
導
入
を
目
標
に
、
関
係
条
例
案

を
３
月
議
会
に
提
案
予
定
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
食
材
調
達
は
品
目

ご
と
に
方
法
を
分
け
、
地
場
産
品

に
つ
い
て
は
個
別
発
注
を
行
う
方

針
。
給
食
費
は
町
の
債
権
と
な
る

こ
と
か
ら
、
債
権
回
収
事
務
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
業
務
フ
ロ
ー
に
沿
っ

て
対
応
す
る
と
の
こ
と
。

■
旧
庁
舎
解
体
の
進
捗
状
況

　
解
体
工
事
の
過
程
で
ア
ス
ベ
ス

ト
が
確
認
さ
れ
、
対
応
の
た
め
工

程
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
進
捗
状
況
を
確
認

し
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
完

了
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
と

の
こ
と
。

【
そ
の
他
報
告
】

■
災
害
の
爪
痕
と
復
旧
へ
の

　
道
の
り

　
令
和
７
年
８
月
の
大
雨
に
よ
り

被
災
し
た
農
地
お
よ
び
公
共
土
木

施
設
に
つ
い
て
、
災
害
査
定
の
結

果
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。
一

方
で
、
標
準
工
期
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
事
業
の

繰
越
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
た
。

■
続
け
る
た
め
に
、
見
直
す
。
農

業
体
験
施
設

　
農
業
体
験
施
設
で
は
維
持
管
理

費
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
令
和

８
年
度
以
降
は
運
営
体
制
を
５
名

か
ら
３
名
に
縮
小
す
る
方
針
が
示

さ
れ
た
。
人
員
削
減
に
よ
る
経
費

削
減
効
果
は
約
７
６
０
万
円
と
試

算
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
運
営
の
可
能
性
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
進
め
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

■
老
朽
化
す
る
施
設
、
ど
う
す

る
？
千
本
公
園
プ
ー
ル

　
千
本
公
園
プ
ー
ル
は
老
朽
化
が

進
み
、
配
管
の
損
傷
に
よ
る
水
道

料
金
の
増
加
や
利
用
者
の
減
少
が

報
告
さ
れ
た
。今
後
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
環
境
も
含

め
、
プ
ー
ル
事
業
全
体
の
在
り
方

を
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る

と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

■
子
ど
も
た
ち
が
議
場
に
立
つ
日

　
令
和
８
年
２
月
15
日
に
本
会
議

場
で
「
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
予

定
と
の
報
告
を
受
け
た
。
動
画
配

信
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
へ
の

配
慮
や
保
護
者
の
承
諾
を
前
提

に
、
今
後
検
討
す
る
と
さ
れ
た
。

産
業
建
設
文
教
委
員
会

３
．
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

１
．
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

本格的に解体が始まった旧庁舎

１
．
第
７
次
総
合
計
画
後
期
計

画
・
第
３
期
総
合
戦
略
の
策

定
に
つ
い
て

２
．
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

に
つ
い
て

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日）７



11
月
25
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
国
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
、
職
員

給
与
を
見
直
し

・
令
和
７
年
度
の
国
の
人
事
院
勧

告
の
内
容
に
準
じ
て
佐
々
町
の

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

②
佐
々
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

●
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
保
育

の
ル
ー
ル
を
整
理

・
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
が
公
布
さ

れ
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い

佐
々
町
の
関
係
条
文
の
整
理
を

す
る
も
の
。（
佐
々
町
内
に
お

い
て
該
当
施
設
な
し
。）

③
佐
々
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
国
保
税
率
、
被
保
険
者
の
負
担

及
び
低
所
得
者
層
に
配
慮

・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

お
い
て
、
４
パ
タ
ー
ン
で
試
算

し
た
税
率
改
正
に
つ
い
て
審
議

を
行
っ
た
。
結
果
、
被
保
険
者

へ
の
負
担
に
配
慮
し
、
県
が
示

す
標
準
保
険
料
率
と
現
行
の
税

率
の
中
間
に
設
定
し
た
も
の
。

④
佐
々
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

●
ご
み
の
持
ち
込
み
料
金
が
変
わ

り
ま
す

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
手
数
料

等
の
改
定

　
⓵
ご
み
袋
に
つ
い
て

（
施
行
予
定
時
期
：
令
和
８

年
７
月
１
日
）

可
燃
物
（
特
小
）
を
新
た
に

作
成
。

不
燃
物
ガ
ラ
ス
類
と
不
燃
物
金

属
類
の
袋
を
緑
袋
に
統
一
。

　
⓶
直
接
持
ち
込
み
に
つ
い
て

（
施
行
予
定
時
期
：
令
和
８

年
７
月
１
日
）

　
30
㎏
ま
で
３
０
０
円
。

　
30
㎏
超
10
㎏
ご
と
に
１
０
０
円
。

　※

２
年
間
の
経
過
措
置

（
経
過
措
置
完
了
予
定
時
期
：

令
和
10
年
６
月
30
日
）

　
30
㎏
ま
で
２
４
０
円
。

　
30
㎏
超
10
㎏
ご
と
に
８
０
円
。

経
過
措
置
は
、
一
般
家
庭
の
持

ち
込
み
に
限
り
ま
す
。

　
⓷
紙
お
む
つ
無
料
回
収
。

（
施
行
予
定
時
期
：
令
和
８

年
７
月
１
日
）

　
条
例
改
正
等
な
し
。

※

条
例
等
に
つ
い
て
（
佐
々
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
）
と
関
連
し
て
い

る
た
め
省
略
。

※

条
例
等
に
つ
い
て
（
佐
々
町
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の一
部
改
正
に
つ
い
て
）

と
関
連
し
て
い
る
た
め
省
略
。

●
大
茂
・
江
里
地
区
、
暮
ら
し
や

す
さ
向
上
へ

　
辺
地
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
あ

い
だ
に
お
け
る
住
民
の
生
活
文
化

水
準
の
著
し
い
格
差
の
是
正
を
図

る
た
め
に
、
当
該
辺
地
の
公
共
的

施
設
の
計
画
的
な
整
備
に
つ
い

て
、
財
政
上
の
特
別
措
置
等
を
受

け
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
。

（
町
内
の
辺
地
は
大
茂
と
江
里

だ
け
）

【
そ
の
他
報
告
】

①
佐
々
町
組
織
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

●
総
務
課
内
に
「
危
機
管
理
班
」

を
設
置

②
町
有
施
設
の
事
故
に
よ
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
に
つ
い
て

●
佐
々
幼
稚
園
跡
地
で
の
事
故
対

応
を
報
告

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

に
つ
い
て

●
子
育
て
を
支
え
る
新
た
な
制
度

が
創
設

④
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
）
に
つ
い
て

●
全
申
請
分
の
支
給
が
完
了
し
た

こ
と
を
報
告

⑤
個
人
住
民
税
電
子
申
告
に

　
つ
い
て

●
申
告
手
続
き
も
デ
ジ
タ
ル
化
へ

１
．
条
例
等
に
つ
い
て

２
．
国
民
健
康
保
険
税
率
改
定

の
考
え
方
に
つ
い
て

３
．
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
手
数

料
の
改
定
に
つ
い
て

４
．
辺
地
総
合
整
備
計
画
策
定

に
つ
い
て

委

員

会

報

告

総
務
厚
生
委
員
会

現在の不燃物ごみ袋

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日） ６

11
月
13
日
（
木
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
解
体
が
進
む
旧
庁
舎
、
そ
の
後

は
駐
車
場
へ

　
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
解
体
後
は
駐
車
場

と
し
て
整
備
さ
れ
る
計
画
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
旧
庁
舎
解

体
後
の
２
工
区
・
３
工
区
の
整
備

に
関
し
て
は
、
県
へ
の
開
発
行
為

変
更
申
請
お
よ
び
建
築
確
認
変
更

申
請
が
必
要
と
な
り
、
一
定
の
期

間
を
要
す
る
見
込
み
と
さ
れ
て
い

る
。物
価
高
騰
の
影
響
を
踏
ま
え
、

継
続
費
予
算
の
範
囲
内
に
収
め
る

こ
と
を
優
先
し
、
事
業
費
を
抑
え

る
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ

と
。
工
事
完
了
時
期
は
令
和
８
年

度
末
を
見
込
み
、
進
捗
に
応
じ
て

議
会
へ
説
明
し
な
が
ら
進
め
る
と

さ
れ
た
。

　
寄
り
付
き
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、障
が
い
の
あ
る
方
に
限
ら
ず
、

妊
婦
や
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
方

も
利
用
で
き
る
運
用
を
検
討
す
る

と
の
説
明
を
受
け
た
。

11
月
26
日
（
水
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
佐
々
町
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
ど

う
描
く
？
総
合
計
画
の
見
直
し

　
第
７
次
総
合
計
画
後
期
計
画
お

よ
び
第
３
期
総
合
戦
略
の
策
定
に

向
け
、
総
合
計
画
審
議
会
の
開
催

や
庁
内
会
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
町
の
将
来
像

「
暮
ら
し
い
ち
ば
ん
！
住
む
な
ら

さ
ざ
」
に
つ
い
て
は
、
変
更
も
含

め
検
討
し
た
結
果
、
住
民
に
浸
透

し
て
い
る
こ
と
か
ら
継
続
使
用
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
人
口
目
標
に
つ
い
て
は
、
国

勢
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
２
０

３
０
年
の
目
標
人
口
を
下
方
修
正

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。

■
給
食
費
の
集
め
方
が
変
わ
る
？

公
会
計
化
に
向
け
た
準
備

　
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
度
２
学
期
か
ら

の
導
入
を
目
標
に
、
関
係
条
例
案

を
３
月
議
会
に
提
案
予
定
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
食
材
調
達
は
品
目

ご
と
に
方
法
を
分
け
、
地
場
産
品

に
つ
い
て
は
個
別
発
注
を
行
う
方

針
。
給
食
費
は
町
の
債
権
と
な
る

こ
と
か
ら
、
債
権
回
収
事
務
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
業
務
フ
ロ
ー
に
沿
っ

て
対
応
す
る
と
の
こ
と
。

■
旧
庁
舎
解
体
の
進
捗
状
況

　
解
体
工
事
の
過
程
で
ア
ス
ベ
ス

ト
が
確
認
さ
れ
、
対
応
の
た
め
工

程
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
進
捗
状
況
を
確
認

し
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
完

了
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
と

の
こ
と
。

【
そ
の
他
報
告
】

■
災
害
の
爪
痕
と
復
旧
へ
の

　
道
の
り

　
令
和
７
年
８
月
の
大
雨
に
よ
り

被
災
し
た
農
地
お
よ
び
公
共
土
木

施
設
に
つ
い
て
、
災
害
査
定
の
結

果
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。
一

方
で
、
標
準
工
期
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
事
業
の

繰
越
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
た
。

■
続
け
る
た
め
に
、
見
直
す
。
農

業
体
験
施
設

　
農
業
体
験
施
設
で
は
維
持
管
理

費
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
令
和

８
年
度
以
降
は
運
営
体
制
を
５
名

か
ら
３
名
に
縮
小
す
る
方
針
が
示

さ
れ
た
。
人
員
削
減
に
よ
る
経
費

削
減
効
果
は
約
７
６
０
万
円
と
試

算
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
運
営
の
可
能
性
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
進
め
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

■
老
朽
化
す
る
施
設
、
ど
う
す

る
？
千
本
公
園
プ
ー
ル

　
千
本
公
園
プ
ー
ル
は
老
朽
化
が

進
み
、
配
管
の
損
傷
に
よ
る
水
道

料
金
の
増
加
や
利
用
者
の
減
少
が

報
告
さ
れ
た
。今
後
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
環
境
も
含

め
、
プ
ー
ル
事
業
全
体
の
在
り
方

を
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る

と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

■
子
ど
も
た
ち
が
議
場
に
立
つ
日

　
令
和
８
年
２
月
15
日
に
本
会
議

場
で
「
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
予

定
と
の
報
告
を
受
け
た
。
動
画
配

信
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
へ
の

配
慮
や
保
護
者
の
承
諾
を
前
提

に
、
今
後
検
討
す
る
と
さ
れ
た
。

産
業
建
設
文
教
委
員
会

３
．
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

１
．
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

本格的に解体が始まった旧庁舎

１
．
第
７
次
総
合
計
画
後
期
計

画
・
第
３
期
総
合
戦
略
の
策

定
に
つ
い
て

２
．
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

に
つ
い
て

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日）７
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議会運営委員会
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町政の方針を問う!!６人の議員
が

●防災対策・要配慮者支援について
①高齢者、発達特性、障害者へ向けた避難訓練計画
②要配慮者への避難所での支援、対応
③食物アレルギー対応食の備蓄状況と管理
●特別支援学級について
①特別支援学級についての見解
②三校の現状
③支援員の配置
④情報共有
⑤学校と保護者の関わり
⑥担任と支援員の役割と体制
⑦外部専門家との連携

中川 由美恵 議員（一問一答）… 10ページ

●こども参画まちづくり
①全天候型遊び場設置にむけて
②夏祭りについて
③下校放送について

井上 智恵美 議員（一問一答）… 11ページ

●子育て支援について
①学校給食費無償化について
・次年度に向けた小学校の無償化検討状況
②小中学校体育館への空調設備設置について
・前回議会以降の検討状況
③保育児童の負担軽減について
・保育料無償化、副食費無償化の取り組み
●農業体験施設について
①設置の経過と活用の実態、今後の運営について
・設置の目的、赤字という概念
・今後の運用の基本姿勢
・必要な改修と雇用の確保
●役場職員の人材確保について
①新年度の人材確保計画について
・会計年度任用職員の能力発揮に向けた取り組み
・短時間正職員制度を検討できないか
●物価高騰対策について
①町の物価高騰対策について
●くらし・福祉の充実に向けて
①「きこえ」の支援。補聴器購入助成について
・町としてきこえの支援の必要性について。
　町として支援はしない方向か。

永 田  勝 美  議員（一問一答）…… 12ページ

山之内 英樹  議員（一問一答）… 13ページ

●佐々町の教育行政におけるAI活用の推進方針に
　ついて
①AIの総合的な教育導入
②AIリテラシー教育の構築と批判的思考力の育成
③生徒と教職員のメンタルヘルス支援と
　ウェルビーイングの確保
●「タイミー」を活用した労働力確保と地域活性化に
　ついて
①労働力の確保と地域活性化を同時に実現する方策

黒田 龍之介 議員（一問一答）… 14ページ

●政府の「責任ある積極財政」に連動した
　佐々町総合計画の後期計画の策定について
①後期計画はどのような視点や方向性で策定する方針か
②策定委員会のメンバーや今後のロードマップ
③多世代の意見反映について
●佐々町版DX推進計画の策定について
①佐々町のDX推進計画の策定
②DXの効果
③子育て支援や高齢者生活支援へのDX転換
●佐々川を舞台とした地域活性化について
①教育資源、文化資源としての活用
②親水護岸の整備やシロウオ漁、ウナギ漁への支援
③佐々川のイベントの実態と今後の展望

棚 橋  優 汰  議員（一問一答）…… 15ページ

●町内の町おこしについて
①Eスポーツでの町おこし
・Eスポーツの普及
・Eスポーツによる認知症予防や高齢者の健康推進
・Eスポーツの大会やお祭りを行う場合、佐々町とし
て支援や協力は可能か

②おくんち開催への補助金について
・おくんち開催に対する補助はできないか
●町内業者との関係性について
①町内業者との関係性
・サンセットロードの清掃活動の町内業者の参加率
・災害協定が結ばれていないのは本当か？
・最低制限価格が5%下がったことによる町内業者の
落札率

・町内に本社や支社がない場合、町の税収が見込め
　ないのでは？
・今後の町内業者との関係性

～第４回定例議会での一般質問の紹介～～第４回定例議会での一般質問の紹介～

一問一答方式…………１つの質問に対して１つの答えを
　　　　　　　　　　返し、質問と答弁を繰り返す方式。
一括質問・一括答弁…複数の質問項目をまとめて質問し、
　　　　　　　　　　まとめて答弁を行う方式。

※次のページからの一般質問の記事は、質問した議員本人が執筆したものです。

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日）9

議
案
番
号

議案件名

須
藤　
敏
規

棚
橋　
優
汰

黒
田
龍
之
介

井
上
智
恵
美

中
川
由
美
恵

山
之
内
英
樹

横
田　
博
茂

永
田　
勝
美

長
谷
川　
忠

川
副　
　
剛

評
決
数

結　

果

69 職員の給与に関する条例等の一部改正の件 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
川
副
議
長
は
裁
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

9対0 原案可決

70 佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正の件 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決

71 佐々町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正の件 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決

72 佐々町国民健康保険税条例の一部改正の件 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 8対1 原案可決

73 令和７年度　佐々町一般会計補正予算（第6号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 7対2 原案可決

74 令和７年度　佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決

75 令和７年度　佐々町介護保険特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決

76 令和７年度　佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決

77 令和７年度　佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決

78 令和７年度　佐々町水道事業会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決

79 令和７年度　佐々町公共下水道事業会計補正予算（第3号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9対0 原案可決
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一括質問・一括答弁…複数の質問項目をまとめて質問し、
　　　　　　　　　　まとめて答弁を行う方式。

※次のページからの一般質問の記事は、質問した議員本人が執筆したものです。
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■ 

質
　問

　
特
別
支
援
学
級
は
在
籍
児
童
生

徒
が
増
加
し
て
お
り
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
が
法
的
義
務
と
な
っ
た
。

国
や
県
の
方
針
を
踏
ま
え
、
佐
々

町
の
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
た
れ
て
い

る
の
か
。

■ 
教
育
長

　
特
別
支
援
学
級
の
増
加
に
つ
い

て
は
、
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
相
談
、
特
別
支
援
学
校
に
よ

る
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
に
よ
っ

て
、
早
い
段
階
で
の
発
達
支
援
が

な
さ
れ
て
お
り
、
特
別
支
援
学
級

に
対
す
る
認
識
が
幅
広
く
進
ん
で

い
る
印
象
で
す
。

■ 

質
　問

　
現
在
の
三
校
の
特
別
支
援
学
級
、

通
級
指
導
教
室
、
発
達
特
性
に
近

い
傾
向
に
あ
る
が
ど
ち
ら
に
も
在

籍
し
て
い
な
い
児
童
生
徒
も
含
め

て
、
在
籍
児
童
生
徒
数
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
知
的
障
害
学
級
20
名
、
自
閉
症
・

情
緒
障
害
学
級
45
名
、
病
弱
学
級

４
名
、
通
級
指
導
教
室
72
名
、
ど

ち
ら
に
も
在
籍
し
て
い
な
い
児
童

生
徒
２
４
２
名
で
す
。

■ 

質
　問

　
交
流
学
級
で
学
ぶ
際
は
、
担
任

や
支
援
員
の
情
報
共
有
が
重
要
で

あ
る
。
三
校
に
お
け
る
情
報
共

有
は
十
分
に
で
き
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
支
援
員
や
、
担
当
教
員
が
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
支
援
体
制
が
不
十
分
な
場
合
、

保
護
者
へ
の
付
き
添
い
依
頼
や
責

任
の
不
明
確
さ
が
生
じ
て
い
る
。

母
子
分
離
の
機
会
を
損
な
う
課
題

も
踏
ま
え
、
学
校
と
保
護
者
の
関

わ
り
方
が
適
切
で
あ
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
付
き
添
い
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
保
護
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

は
重
々
承
知
し
て
い
ま
す
。
付
き

添
い
を
お
願
い
す
る
場
合
は
、
連

携
を
と
り
つ
つ
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
適
切
な
教
育
効
果
が
図
れ

る
よ
う
な
協
力
体
制
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
担
任
は
教
育
の
責
任
を
担
い
、

支
援
員
は
生
活
や
安
全
面
を
支
え

る
役
割
で
あ
る
。
現
在
、
担
任
と

支
援
員
の
役
割
分
担
が
過
度
な
負

担
な
く
適
切
な
体
制
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
十
分
で
は
な
い
と
思
っ
て
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
定
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
様
性
を
包

摂
す
る
教
育
、
一
人
一
人
に
対
応

で
き
る
教
育
体
制
を
進
め
ま
す
。

■ 

質
　問

　
外
部
専
門
家
と
連
携
す
る
こ
と

は
、
児
童
生
徒
に
応
じ
た
支
援
や

担
任
・
支
援
員
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
。
三
校
に
お
け
る
連
携
体

制
が
十
分
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
。
本
町

に
は
、多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
保
健
師
を
中
心
に
外
部

専
門
家
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
近
年
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
支
援

災
害
が
各
地
で
相
次
い
で
い
る
。

災
害
時
に
配
慮
を
要
す
る
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
等
へ
の
対
応
が

重
要
。
避
難
訓
練
計
画
の
予
定
は

あ
る
の
か
。
そ
の
中
に
、
支
援
が

必
要
な
方
を
想
定
し
た
内
容
が
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　長

　
現
時
点
で
は
、
対
象
を
絞
っ
て

の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的

に
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
高
齢
者
、

発
達
特
性
、
障
害
者
の
方
々
の
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 
質
　問

　
要
配
慮
者
へ
の
避
難
所
で
の
支

援
や
対
応
に
つ
い
て
町
の
考
え
と

取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

■ 

町
　長

　
要
配
慮
者
の
方
も
開
設
し
た
避

難
所
へ
避
難
し
て
い
た
だ
き
、
生

活
が
難
し
い
方
が
お
ら
れ
た
場
合

は
、
別
の
施
設
を
要
支
援
者
向
け

の
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と

も
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

　
避
難
所
で
の
支
援
や
対
応
に
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
生
活
面
へ
の
配

慮
な
ど
女
性
の
視
点
が
重
要
で
す
。

支
援
体
制
に
女
性
が
関
わ
り
意
見

が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
備
蓄
食
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が

で
き
て
い
る
の
か
。
備
蓄
状
況
と

管
理
体
制
は
十
分
な
の
か
。

■ 

総
務
課
長

　
ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
原
材
料
28
品

目
不
使
用
の
も
の
で
味
付
け
ご
飯

な
ど
２
４
０
０
食
備
蓄
し
て
お
り
、

消
費
期
限
が
近
づ
い
た
も
の
は
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

中 川  由 美 恵現在の配置人数で十分な支援がおこなわれているか

特別支援学級の支援員配置について
小学校５名、中学校２名です。 小学校には学習生活支援員３名
配置しています。まだまだ、十分ではないと認識しております。

防
災
対
策
要
配
慮
者

支
援
に
つ
い
て

特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

　
今
回
、
現
場
の
具
体
的
な
問

題
を
把
握
す
る
た
め
、
三
校
の

関
係
者
教
員
、
支
援
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
し
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
支
援
員
不
足
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
、
子

ど
も
達
に
丁
寧
な
支
援
を
行
う

に
は
現
場
の
負
担
軽
減
が
不
可

欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

アレルギー特定原材料28品目
不使用の備蓄食

意
　見
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■ 

質
　問

　
天
候
に
関
わ
ら
ず
家
族
で
過
ご

せ
る
施
設
を
、
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
設
置
で
き
な

い
か
？

■ 

町
　長

　
公
約
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
利
用
で
き
る
屋
根
付
き

広
場
の
建
設
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
課
題
と
な
る
の
が
、
建
設

費
や
維
持
管
理
費
、
安
全
対
策
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
活
用
で
き
る
補
助
金
が
な

い
か
、
長
期
的
に
維
持
可
能
な
施

設
と
な
り
得
る
の
か
な
ど
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
、
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら
高

齢
者
の
方
を
対
象
に
、
い
ろ
ん
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
今
年
ま
で
の
運
営
企
画
は
ど
こ

が
？
花
火
が
上
が
ら
な
か
っ
た
理

由
は
？
な
ぜ
縮
小
傾
向
に
あ
る
の

か
？
そ
れ
は
何
が
要
因
と
考
え

る
か
？

■ 

企
画
商
工
課
長

　
昨
年
ま
で
は
商
工
会
青
年
部
を

中
心
と
し
た
「
佐
々
町
ゆ
め
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
行
委
員

会
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
寄
付

金
集
め
や
準
備
、
運
営
な
ど
負
担

が
大
き
い
た
め
、
今
年
か
ら
観
光

協
会
が
実
行
委
員
会
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
協
議
を
行
っ

て
い
く
中
で
、
花
火
を
打
ち
上
げ

ず
盆
踊
り
を
中
心
と
し
た
昔
な
が

ら
の
夏
祭
り
を
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
と
い
う
意
見
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
よ
り
も
出
店
者
も
増
え
、
来

場
者
も
７
，０
０
０
人
程
度
と
、
会

場
は
狭
か
っ
た
で
す
が
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
ま
と
ま
っ
た
お
祭
り
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
手
持
ち
花
火
の
配
布
も

行
い
、
み
ん
な
で
花
火
を
す
る
取

り
組
み
は
子
ど
も
た
ち
向
け
の
企

画
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
も
っ
と
盛

り
上
が
る
？
何
か
来
年
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
？

■ 

企
画
商
工
課
長

　
花
火
は
再
度
検
討
し
た
い
と
い

う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。
場
所
は

そ
の
ま
ま
中
央
部
で
行
こ
う
か
と

話
に
出
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
ま
ず
は
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
い

い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
何
か
参

画
で
き
な
い
か
？

■ 
企
画
商
工
課
長

　
実
行
委
員
会
で
協
議
を
す
る
際

に
は
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
下
校
時
間
に
な
る
と
子
ど
も
た

ち
の
声
で
町
内
放
送
が
流
れ
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

■ 

教
育
長

　
本
町
に
お
い
て
は
、
佐
々
町
登

下
校
安
全
プ
ラ
ン
を
基
に
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
声
で
見
守
り
放
送
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
覚
度
も
高
ま

る
と
思
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
、

防
災
行
政
無
線
の
担
当
課
な
ど
、

多
方
面
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
に
つ
い
て

下
校
放
送
に
つ
い
て

町内放送

メリッタキッズ

井 上  智 恵 美

こども参画まちづくりをテーマに3つの提案!!

全
天
候
型
遊
び
場

設
置
に
向
け
て

夏祭り

地域の一員として、子どもたちにもっと佐々町に興味を持って
もらえるように…
まちづくりが地域ぐるみの活動へと発展していくように…
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■ 

質
　問

　
特
別
支
援
学
級
は
在
籍
児
童
生

徒
が
増
加
し
て
お
り
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
が
法
的
義
務
と
な
っ
た
。

国
や
県
の
方
針
を
踏
ま
え
、
佐
々

町
の
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
た
れ
て
い

る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
特
別
支
援
学
級
の
増
加
に
つ
い

て
は
、
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
相
談
、
特
別
支
援
学
校
に
よ

る
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
に
よ
っ

て
、
早
い
段
階
で
の
発
達
支
援
が

な
さ
れ
て
お
り
、
特
別
支
援
学
級

に
対
す
る
認
識
が
幅
広
く
進
ん
で

い
る
印
象
で
す
。

■ 

質
　問

　
現
在
の
三
校
の
特
別
支
援
学
級
、

通
級
指
導
教
室
、
発
達
特
性
に
近

い
傾
向
に
あ
る
が
ど
ち
ら
に
も
在

籍
し
て
い
な
い
児
童
生
徒
も
含
め

て
、
在
籍
児
童
生
徒
数
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
知
的
障
害
学
級
20
名
、
自
閉
症
・

情
緒
障
害
学
級
45
名
、
病
弱
学
級

４
名
、
通
級
指
導
教
室
72
名
、
ど

ち
ら
に
も
在
籍
し
て
い
な
い
児
童

生
徒
２
４
２
名
で
す
。

■ 

質
　問

　
交
流
学
級
で
学
ぶ
際
は
、
担
任

や
支
援
員
の
情
報
共
有
が
重
要
で

あ
る
。
三
校
に
お
け
る
情
報
共

有
は
十
分
に
で
き
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
支
援
員
や
、
担
当
教
員
が
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
支
援
体
制
が
不
十
分
な
場
合
、

保
護
者
へ
の
付
き
添
い
依
頼
や
責

任
の
不
明
確
さ
が
生
じ
て
い
る
。

母
子
分
離
の
機
会
を
損
な
う
課
題

も
踏
ま
え
、
学
校
と
保
護
者
の
関

わ
り
方
が
適
切
で
あ
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
付
き
添
い
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
保
護
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

は
重
々
承
知
し
て
い
ま
す
。
付
き

添
い
を
お
願
い
す
る
場
合
は
、
連

携
を
と
り
つ
つ
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
適
切
な
教
育
効
果
が
図
れ

る
よ
う
な
協
力
体
制
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
担
任
は
教
育
の
責
任
を
担
い
、

支
援
員
は
生
活
や
安
全
面
を
支
え

る
役
割
で
あ
る
。
現
在
、
担
任
と

支
援
員
の
役
割
分
担
が
過
度
な
負

担
な
く
適
切
な
体
制
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
十
分
で
は
な
い
と
思
っ
て
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
定
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
様
性
を
包

摂
す
る
教
育
、
一
人
一
人
に
対
応

で
き
る
教
育
体
制
を
進
め
ま
す
。

■ 

質
　問

　
外
部
専
門
家
と
連
携
す
る
こ
と

は
、
児
童
生
徒
に
応
じ
た
支
援
や

担
任
・
支
援
員
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
。
三
校
に
お
け
る
連
携
体

制
が
十
分
な
の
か
。

■ 

教
育
長

　
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
。
本
町

に
は
、多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
保
健
師
を
中
心
に
外
部

専
門
家
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
近
年
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
支
援

災
害
が
各
地
で
相
次
い
で
い
る
。

災
害
時
に
配
慮
を
要
す
る
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
等
へ
の
対
応
が

重
要
。
避
難
訓
練
計
画
の
予
定
は

あ
る
の
か
。
そ
の
中
に
、
支
援
が

必
要
な
方
を
想
定
し
た
内
容
が
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　長

　
現
時
点
で
は
、
対
象
を
絞
っ
て

の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的

に
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
高
齢
者
、

発
達
特
性
、
障
害
者
の
方
々
の
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
要
配
慮
者
へ
の
避
難
所
で
の
支

援
や
対
応
に
つ
い
て
町
の
考
え
と

取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

■ 

町
　長

　
要
配
慮
者
の
方
も
開
設
し
た
避

難
所
へ
避
難
し
て
い
た
だ
き
、
生

活
が
難
し
い
方
が
お
ら
れ
た
場
合

は
、
別
の
施
設
を
要
支
援
者
向
け

の
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と

も
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

　
避
難
所
で
の
支
援
や
対
応
に
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
生
活
面
へ
の
配

慮
な
ど
女
性
の
視
点
が
重
要
で
す
。

支
援
体
制
に
女
性
が
関
わ
り
意
見

が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
備
蓄
食
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が

で
き
て
い
る
の
か
。
備
蓄
状
況
と

管
理
体
制
は
十
分
な
の
か
。

■ 

総
務
課
長

　
ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
原
材
料
28
品

目
不
使
用
の
も
の
で
味
付
け
ご
飯

な
ど
２
４
０
０
食
備
蓄
し
て
お
り
、

消
費
期
限
が
近
づ
い
た
も
の
は
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

中 川  由 美 恵現在の配置人数で十分な支援がおこなわれているか

特別支援学級の支援員配置について
小学校５名、中学校２名です。 小学校には学習生活支援員３名
配置しています。まだまだ、十分ではないと認識しております。

防
災
対
策
要
配
慮
者

支
援
に
つ
い
て

特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

　
今
回
、
現
場
の
具
体
的
な
問

題
を
把
握
す
る
た
め
、
三
校
の

関
係
者
教
員
、
支
援
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
し
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
支
援
員
不
足
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
、
子

ど
も
達
に
丁
寧
な
支
援
を
行
う

に
は
現
場
の
負
担
軽
減
が
不
可

欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

アレルギー特定原材料28品目
不使用の備蓄食

意
　見
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■ 

質
　問

　
天
候
に
関
わ
ら
ず
家
族
で
過
ご

せ
る
施
設
を
、
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
設
置
で
き
な

い
か
？

■ 

町
　長

　
公
約
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
利
用
で
き
る
屋
根
付
き

広
場
の
建
設
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
課
題
と
な
る
の
が
、
建
設

費
や
維
持
管
理
費
、
安
全
対
策
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
活
用
で
き
る
補
助
金
が
な

い
か
、
長
期
的
に
維
持
可
能
な
施

設
と
な
り
得
る
の
か
な
ど
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
、
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら
高

齢
者
の
方
を
対
象
に
、
い
ろ
ん
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
今
年
ま
で
の
運
営
企
画
は
ど
こ

が
？
花
火
が
上
が
ら
な
か
っ
た
理

由
は
？
な
ぜ
縮
小
傾
向
に
あ
る
の

か
？
そ
れ
は
何
が
要
因
と
考
え

る
か
？

■ 

企
画
商
工
課
長

　
昨
年
ま
で
は
商
工
会
青
年
部
を

中
心
と
し
た
「
佐
々
町
ゆ
め
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
行
委
員

会
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
寄
付

金
集
め
や
準
備
、
運
営
な
ど
負
担

が
大
き
い
た
め
、
今
年
か
ら
観
光

協
会
が
実
行
委
員
会
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
協
議
を
行
っ

て
い
く
中
で
、
花
火
を
打
ち
上
げ

ず
盆
踊
り
を
中
心
と
し
た
昔
な
が

ら
の
夏
祭
り
を
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
と
い
う
意
見
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
よ
り
も
出
店
者
も
増
え
、
来

場
者
も
７
，０
０
０
人
程
度
と
、
会

場
は
狭
か
っ
た
で
す
が
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
ま
と
ま
っ
た
お
祭
り
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
手
持
ち
花
火
の
配
布
も

行
い
、
み
ん
な
で
花
火
を
す
る
取

り
組
み
は
子
ど
も
た
ち
向
け
の
企

画
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
も
っ
と
盛

り
上
が
る
？
何
か
来
年
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
？

■ 

企
画
商
工
課
長

　
花
火
は
再
度
検
討
し
た
い
と
い

う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。
場
所
は

そ
の
ま
ま
中
央
部
で
行
こ
う
か
と

話
に
出
て
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
ま
ず
は
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
い

い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
何
か
参

画
で
き
な
い
か
？

■ 

企
画
商
工
課
長

　
実
行
委
員
会
で
協
議
を
す
る
際

に
は
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　問

　
下
校
時
間
に
な
る
と
子
ど
も
た

ち
の
声
で
町
内
放
送
が
流
れ
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

■ 

教
育
長

　
本
町
に
お
い
て
は
、
佐
々
町
登

下
校
安
全
プ
ラ
ン
を
基
に
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
声
で
見
守
り
放
送
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
覚
度
も
高
ま

る
と
思
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
、

防
災
行
政
無
線
の
担
当
課
な
ど
、

多
方
面
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
に
つ
い
て

下
校
放
送
に
つ
い
て

町内放送

メリッタキッズ

井 上  智 恵 美

こども参画まちづくりをテーマに3つの提案!!

全
天
候
型
遊
び
場

設
置
に
向
け
て

夏祭り

地域の一員として、子どもたちにもっと佐々町に興味を持って
もらえるように…
まちづくりが地域ぐるみの活動へと発展していくように…
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　農協体験施設(旧学童農園)が、維持費用節減のため、人員削減がすすめら
れようとしています。この間の成果を確認するとともに、町民の声をよく聴い
て、今後の方向性を検討するよう求めました。

令和８年度中には方向性を決めたいと思います

■ 

質
　
問

　
農
業
体
験
施
設
は
年
間
４
，６
０
０

人
も
の
利
用
者
が
あ
り
、
植
え
付

け
・
収
穫
体
験
に
参
加
し
た
児
童

に
は
、
新
鮮
な
感
動
と
喜
び
を
も

た
ら
す
施
設
と
し
て
、
町
民
の
貴

重
な
財
産
と
言
う
べ
き
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
人
員
削
減
を
先
行

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
町
民
の
声

を
聴
い
た
、
て
い
ね
い
な
検
討
を

進
め
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■ 

町
　
長

　（
体
験
施
設
が
）長
年
に
わ
た
り
、

食
べ
物
が
で
き
る
ま
で
の
苦
労
や

大
切
さ
を
学
べ
る
環
境
を
提
供
で

き
た
こ
と
は
大
い
な
成
果
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
課
題
と
し
て
は
、
保

育
園
や
地
区
の
小
学
生
な
ど
の
利

用
は
あ
る
も
の
の
、
利
用
者
の
伸

び
悩
み
、
施
設
の
老
朽
化
は
深
刻

な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
収
支
と
し
て
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
す
。

　
最
低
限
、
子
ど
も
た
ち
に
作
物

を
作
っ
て
収
穫
を
し
て
も
ら
う
こ

と
は
守
り
た
い
の
で
、
３
名
体
制

で
で
き
な
い
か
と
研
究
を
し
て
、

令
和
８
年
度
中
に
は
方
向
性
を
定

め
た
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
理
解

を
お
願
い
し
た
い
。

　
町
民
に
と
っ
て
活
用
で
き
る
施

設
と
し
て
、
基
本
方
向
を
ま
と
め

て
、「
人
減
ら
し
あ
り
き
」
と
い
う

誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
、
町
民
に

対
す
る
ア
ピ
ー
ル
が
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
施
設
の
農
業
の
仕

事
を
担
っ
て
い
た
だ
く
人
材
と
雇

用
の
確
保
を
意
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

■ 

質
　
問

　
町
職
員
の
間
で
会
計
年
度
任
用

職
員
の
割
合
が
高
く
な
り
、
そ
の

役
割
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ま
全
国
で
導
入
が
始
ま
っ
て

い
る
「
短
時
間
正
職
員
制
度
」
は
、

勤
務
時
間
が
短
時
間
で
も
退
職
金

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
処
遇
を

正
職
員
並
み
と
し
、
役
職
就
任
を

含
め
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
も
可
能

と
す
る
事
で
、
多
様
な
働
き
方
、

能
力
発
揮
を
実
現
し
て
い
る
。

　
佐
々
町
と
し
て
も
、
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■ 
町
　
長

　
短
時
間
勤
務
制
度
に
つ
い
て
は
、

鳥
取
県
が
働
き
方
改
革
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
、
短
時
間
勤
務
で
も

雇
用
形
態
が
正
職
員
と
同
じ
と
し

て
お
り
、
地
方
公
務
員
制
度
の
大

き
な
改
革
で
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た

「
特
定
の
職
の
人
材
確
保
の
た
め
の

鳥
取
方
式
短
時
間
勤
務
を
導
入
す

る
緊
急
措
置
に
関
す
る
条
例
」
に

お
い
て
は
、
人
材
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
職
種
の
採

用
と
な
っ
て
お
り
、
同
制
度
の
対

象
は
、
保
育
士
や
看
護
師
、
歯

科
衛
生
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
、

資
格
が
必
要
な
職
種
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
人

材
確
保
や
多
様
な
働
き
方
の
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
は
重
要
な
取
組
で
す

の
で
、同
制
度
の
運
用
状
況
や
、国
・

他
自
治
体
へ
の
波
及
状
況
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※

以
上
の
ほ
か
、
学
校
給
食
費
無

償
化
の
拡
大
、
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
保
育

児
童
の
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、

「
き
こ
え
」
の
支
援
、
補
聴
器
購

入
助
成
、な
ど
に
つ
い
て
、質
問
・

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

意
　
見

永 田 　 勝 美

農業体験施設は町民の大切な財産
今後に向け、ていねいな議論を

町
職
員
の
人
材
確
保
に

向
け
短
時
間
正
職
員

制
度
の
検
討
を

鳥
取
県
の
経
験
の
波
及
状
況

な
ど
注
視
し
て
い
き
た
い

　
会
計
年
度
任
用
職
員(

臨
時
職

員)

の
能
力
発
揮
と
人
材
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で「
短
時

間
正
職
員
制
度
」導
入
の
う
ご
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
佐
々
町

で
も
研
究
を
す
す
め
る
べ
き
と

考
え
、
町
長
の
見
解
を
求
め
ま

し
た
。

子ども達に収穫の喜びを！体験農園
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■ 

町
　
長

　
良
い
人
材
が
来
れ
ば
あ
り
が
た

い
が
、
人
物
が
分
か
ら
ず
、
責
任

感
や
礼
儀
、
処
理
能
力
等
が
判
断

で
き
な
い
た
め
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
公
園
の
草
刈
り
や
イ
ベ

ン
ト
補
助
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を

研
究
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

や
町
内
優
先
の
雇
用
の
考
え
も
あ

り
、
タ
イ
ミ
ー
は
本
町
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
と
い
う
感
想
で
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
Ａ
Ｉ
の
総
合
的
な
教
育
導
入
に

つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
を

伺
う
。Ａ
Ｉ
の
導
入
は
、
個
別
最
適

な
学
び
を
加
速
さ
せ
る
上
で
不
可

欠
で
あ
る
。
教
育
長
は
こ
の
技
術

を
ど
の
よ
う
に
総
合
的
に
取
り
入

れ
、
こ
れ
か
ら
の
佐
々
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
資
質

や
能
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
お

考
え
か
。
教
育
の
根
幹
を
な
す
理

念
と
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

■ 

教
育
長

　
Ａ
Ｉ
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
は
必
要
不
可
欠
で
、「
よ
り
よ

き
創
り
手
」「
よ
り
よ
き
使
い
手
」

を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
２
期
で
端
末

更
新
を
行
い
、
無
料
ア
プ
リ
も
含

め
活
用
を
模
索
し
ま
す
。
知
識
習

得
に
加
え
非
認
知
能
力
も
重
視
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
、
バ
ラ
ン
ス
を

大
切
に
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
（
批
判
的
思

考
・
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
対
応
）

と
生
成
Ａ
Ｉ
の
誤
情
報
へ
の
対
応

と
し
て
、
町
独
自
の
利
用
指
針
策

定
と
検
証
能
力
育
成
を
最
優
先
で

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
複

数
の
情
報
を
得
る
な
ど
、
発
達
段

階
に
応
じ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

情
報
活
用
能
力
や
情
報
モ
ラ
ル
教

育
は
学
習
指
導
要
領
に
も
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用

指
針
は
現
在
設
け
て
い
な
い
た
め
、

作
成
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
第
４
期
教
育
振
興
基
本

計
画
策
定
時
に
、
利
用
指
針
と
併

せ
総
合
的
な
計
画
を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
Ａ
Ｉ
導
入
を
単
な
る
効
率
化
だ

け
で
は
な
く
、
学
校
全
体
の
心
の

健
康
と
新
し
い
教
育
文
化
の
創
造

に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
。Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
支
援
と
早
期
介
入
体
制
の
強

化
に
つ
い
て
、
対
面
で
は
相
談
し

に
く
い
悩
み
も
Ａ
Ｉ
な
ら
打
ち
明

け
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。 

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
相
談
シ
ス
テ
ム
を

悩
み
相
談
の
初
期
接
点
と
し
て
導

入
し
、
そ
こ
か
ら
教
員
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
適
切
に
つ
な

ぐ
連
携
体
制
を
構
築
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
先
行
事
例
は
把
握
し
て
お
り
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
意
義
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
対
応

側
の
時
間
的
制
約
や
重
篤
事
案
で

医
療
介
入
が
遅
れ
る
等
の
課
題
も

あ
り
ま
す
。
本
町
は
不
登
校
児
童

生
徒
が
多
い
課
題
が
あ
り
、
県
教

育
委
員
会
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
活

用
も
踏
ま
え
つ
つ
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
新
し
い
教
育
文
化
（
教
員
の
役

割
転
換
）
の
創
造
に
つ
い
て
、Ａ
Ｉ

が
知
識
を
教
え
る
部
分
を
担
い
、

校
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
先
生

方
の
役
割
も
変
わ
る
と
思
う
。
知

識
提
供
者
か
ら
、
生
徒
と
共
に
学

び
、
伴
走
す
る
学
習
の
促
進
者
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
へ
、
こ
の
役

割
転
換
こ
そ
が
先
生
方
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
軽
減
し
、
同
時
に
生
徒

の
主
体
性
を
育
む
鍵
に
な
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。
教
員
と
生
徒

が
共
に
学
ぶ
と
い
う
新
し
い
関
係

性
へ
の
転
換
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
中
央
教
育
審
議
会
で
も
主
体
的

に
学
び
続
け
る
力
の
育
成
が
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
校
で
も「
主

体
的
な
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
知
識
習
得
に

お
け
る
教
師
の
指
導
は
今
後
も
必

要
で
す
が
、
学
び
方
の
指
導
へ
の

転
換
も
必
要
で
あ
り
、
第
４
次
教

育
振
興
基
本
計
画
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
よ
る
学
習
の
発
展
と
業
務
削
減

を
盛
り
込
み
、
児
童
生
徒
の
育
成

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
の
教
育
行
政
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の

推
進
方
針
に
つ
い
て

生
徒
と
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
支
援
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
確
保
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

構
築
と
批
判
的
思
考
力
の

育
成（
概
念
的
側
面
）に

つ
い
て

山 之 内  英 樹

公園の草刈りやイベントの補助については、ボランティア
のマッチングアプリを研究してほしいということで、現在
指示しているところです。

タイミーを代表とするスポットワークマッチングサービスを、本町
において、労働力確保と地域活性化の両方を支えるツールとして、
戦略的に活用していくべきだと考えるが、見解を伺う
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　農協体験施設(旧学童農園)が、維持費用節減のため、人員削減がすすめら
れようとしています。この間の成果を確認するとともに、町民の声をよく聴い
て、今後の方向性を検討するよう求めました。

令和８年度中には方向性を決めたいと思います

■ 

質
　
問

　
農
業
体
験
施
設
は
年
間
４
，６
０
０

人
も
の
利
用
者
が
あ
り
、
植
え
付

け
・
収
穫
体
験
に
参
加
し
た
児
童

に
は
、
新
鮮
な
感
動
と
喜
び
を
も

た
ら
す
施
設
と
し
て
、
町
民
の
貴

重
な
財
産
と
言
う
べ
き
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
人
員
削
減
を
先
行

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
町
民
の
声

を
聴
い
た
、
て
い
ね
い
な
検
討
を

進
め
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■ 

町
　
長

　（
体
験
施
設
が
）長
年
に
わ
た
り
、

食
べ
物
が
で
き
る
ま
で
の
苦
労
や

大
切
さ
を
学
べ
る
環
境
を
提
供
で

き
た
こ
と
は
大
い
な
成
果
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
課
題
と
し
て
は
、
保

育
園
や
地
区
の
小
学
生
な
ど
の
利

用
は
あ
る
も
の
の
、
利
用
者
の
伸

び
悩
み
、
施
設
の
老
朽
化
は
深
刻

な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
収
支
と
し
て
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
す
。

　
最
低
限
、
子
ど
も
た
ち
に
作
物

を
作
っ
て
収
穫
を
し
て
も
ら
う
こ

と
は
守
り
た
い
の
で
、
３
名
体
制

で
で
き
な
い
か
と
研
究
を
し
て
、

令
和
８
年
度
中
に
は
方
向
性
を
定

め
た
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
理
解

を
お
願
い
し
た
い
。

　
町
民
に
と
っ
て
活
用
で
き
る
施

設
と
し
て
、
基
本
方
向
を
ま
と
め

て
、「
人
減
ら
し
あ
り
き
」
と
い
う

誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
、
町
民
に

対
す
る
ア
ピ
ー
ル
が
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
施
設
の
農
業
の
仕

事
を
担
っ
て
い
た
だ
く
人
材
と
雇

用
の
確
保
を
意
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

■ 

質
　
問

　
町
職
員
の
間
で
会
計
年
度
任
用

職
員
の
割
合
が
高
く
な
り
、
そ
の

役
割
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ま
全
国
で
導
入
が
始
ま
っ
て

い
る
「
短
時
間
正
職
員
制
度
」
は
、

勤
務
時
間
が
短
時
間
で
も
退
職
金

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
処
遇
を

正
職
員
並
み
と
し
、
役
職
就
任
を

含
め
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
も
可
能

と
す
る
事
で
、
多
様
な
働
き
方
、

能
力
発
揮
を
実
現
し
て
い
る
。

　
佐
々
町
と
し
て
も
、
研
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
短
時
間
勤
務
制
度
に
つ
い
て
は
、

鳥
取
県
が
働
き
方
改
革
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
、
短
時
間
勤
務
で
も

雇
用
形
態
が
正
職
員
と
同
じ
と
し

て
お
り
、
地
方
公
務
員
制
度
の
大

き
な
改
革
で
あ
る
と
認
識
を
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た

「
特
定
の
職
の
人
材
確
保
の
た
め
の

鳥
取
方
式
短
時
間
勤
務
を
導
入
す

る
緊
急
措
置
に
関
す
る
条
例
」
に

お
い
て
は
、
人
材
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
職
種
の
採

用
と
な
っ
て
お
り
、
同
制
度
の
対

象
は
、
保
育
士
や
看
護
師
、
歯

科
衛
生
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
、

資
格
が
必
要
な
職
種
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
人

材
確
保
や
多
様
な
働
き
方
の
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
は
重
要
な
取
組
で
す

の
で
、同
制
度
の
運
用
状
況
や
、国
・

他
自
治
体
へ
の
波
及
状
況
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※

以
上
の
ほ
か
、
学
校
給
食
費
無

償
化
の
拡
大
、
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
保
育

児
童
の
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、

「
き
こ
え
」
の
支
援
、
補
聴
器
購

入
助
成
、な
ど
に
つ
い
て
、質
問
・

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

意
　
見

永 田 　 勝 美

農業体験施設は町民の大切な財産
今後に向け、ていねいな議論を

町
職
員
の
人
材
確
保
に

向
け
短
時
間
正
職
員

制
度
の
検
討
を

鳥
取
県
の
経
験
の
波
及
状
況

な
ど
注
視
し
て
い
き
た
い

　
会
計
年
度
任
用
職
員(

臨
時
職

員)

の
能
力
発
揮
と
人
材
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で「
短
時

間
正
職
員
制
度
」導
入
の
う
ご
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
佐
々
町

で
も
研
究
を
す
す
め
る
べ
き
と

考
え
、
町
長
の
見
解
を
求
め
ま

し
た
。

子ども達に収穫の喜びを！体験農園
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■ 

町
　
長

　
良
い
人
材
が
来
れ
ば
あ
り
が
た

い
が
、
人
物
が
分
か
ら
ず
、
責
任

感
や
礼
儀
、
処
理
能
力
等
が
判
断

で
き
な
い
た
め
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
公
園
の
草
刈
り
や
イ
ベ

ン
ト
補
助
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を

研
究
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

や
町
内
優
先
の
雇
用
の
考
え
も
あ

り
、
タ
イ
ミ
ー
は
本
町
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
と
い
う
感
想
で
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
Ａ
Ｉ
の
総
合
的
な
教
育
導
入
に

つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
を

伺
う
。Ａ
Ｉ
の
導
入
は
、
個
別
最
適

な
学
び
を
加
速
さ
せ
る
上
で
不
可

欠
で
あ
る
。
教
育
長
は
こ
の
技
術

を
ど
の
よ
う
に
総
合
的
に
取
り
入

れ
、
こ
れ
か
ら
の
佐
々
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
資
質

や
能
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
お

考
え
か
。
教
育
の
根
幹
を
な
す
理

念
と
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

■ 

教
育
長

　
Ａ
Ｉ
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
は
必
要
不
可
欠
で
、「
よ
り
よ

き
創
り
手
」「
よ
り
よ
き
使
い
手
」

を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
２
期
で
端
末

更
新
を
行
い
、
無
料
ア
プ
リ
も
含

め
活
用
を
模
索
し
ま
す
。
知
識
習

得
に
加
え
非
認
知
能
力
も
重
視
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
、
バ
ラ
ン
ス
を

大
切
に
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
（
批
判
的
思

考
・
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
対
応
）

と
生
成
Ａ
Ｉ
の
誤
情
報
へ
の
対
応

と
し
て
、
町
独
自
の
利
用
指
針
策

定
と
検
証
能
力
育
成
を
最
優
先
で

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
複

数
の
情
報
を
得
る
な
ど
、
発
達
段

階
に
応
じ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

情
報
活
用
能
力
や
情
報
モ
ラ
ル
教

育
は
学
習
指
導
要
領
に
も
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用

指
針
は
現
在
設
け
て
い
な
い
た
め
、

作
成
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
第
４
期
教
育
振
興
基
本

計
画
策
定
時
に
、
利
用
指
針
と
併

せ
総
合
的
な
計
画
を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
Ａ
Ｉ
導
入
を
単
な
る
効
率
化
だ

け
で
は
な
く
、
学
校
全
体
の
心
の

健
康
と
新
し
い
教
育
文
化
の
創
造

に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
。Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
支
援
と
早
期
介
入
体
制
の
強

化
に
つ
い
て
、
対
面
で
は
相
談
し

に
く
い
悩
み
も
Ａ
Ｉ
な
ら
打
ち
明

け
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。 

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
相
談
シ
ス
テ
ム
を

悩
み
相
談
の
初
期
接
点
と
し
て
導

入
し
、
そ
こ
か
ら
教
員
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
適
切
に
つ
な

ぐ
連
携
体
制
を
構
築
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
先
行
事
例
は
把
握
し
て
お
り
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
意
義
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
対
応

側
の
時
間
的
制
約
や
重
篤
事
案
で

医
療
介
入
が
遅
れ
る
等
の
課
題
も

あ
り
ま
す
。
本
町
は
不
登
校
児
童

生
徒
が
多
い
課
題
が
あ
り
、
県
教

育
委
員
会
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
活

用
も
踏
ま
え
つ
つ
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
新
し
い
教
育
文
化
（
教
員
の
役

割
転
換
）
の
創
造
に
つ
い
て
、Ａ
Ｉ

が
知
識
を
教
え
る
部
分
を
担
い
、

校
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
先
生

方
の
役
割
も
変
わ
る
と
思
う
。
知

識
提
供
者
か
ら
、
生
徒
と
共
に
学

び
、
伴
走
す
る
学
習
の
促
進
者
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
へ
、
こ
の
役

割
転
換
こ
そ
が
先
生
方
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
軽
減
し
、
同
時
に
生
徒

の
主
体
性
を
育
む
鍵
に
な
る
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。
教
員
と
生
徒

が
共
に
学
ぶ
と
い
う
新
し
い
関
係

性
へ
の
転
換
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
中
央
教
育
審
議
会
で
も
主
体
的

に
学
び
続
け
る
力
の
育
成
が
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
校
で
も「
主

体
的
な
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
知
識
習
得
に

お
け
る
教
師
の
指
導
は
今
後
も
必

要
で
す
が
、
学
び
方
の
指
導
へ
の

転
換
も
必
要
で
あ
り
、
第
４
次
教

育
振
興
基
本
計
画
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
よ
る
学
習
の
発
展
と
業
務
削
減

を
盛
り
込
み
、
児
童
生
徒
の
育
成

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
の
教
育
行
政
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の

推
進
方
針
に
つ
い
て

生
徒
と
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
支
援
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
確
保
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

構
築
と
批
判
的
思
考
力
の

育
成（
概
念
的
側
面
）に

つ
い
て

山 之 内  英 樹

公園の草刈りやイベントの補助については、ボランティア
のマッチングアプリを研究してほしいということで、現在
指示しているところです。

タイミーを代表とするスポットワークマッチングサービスを、本町
において、労働力確保と地域活性化の両方を支えるツールとして、
戦略的に活用していくべきだと考えるが、見解を伺う
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■ 

質
　
問

　
総
合
計
画
は
町
行
政
の
最
上
位

計
画
で
あ
り
、
町
の
「
設
計
図
」

で
あ
る
。
16
年
ぶ
り
に
町
長
が
交

代
し
た
今
こ
そ
、
濵
野
町
長
の
政

治
理
念
や
、
こ
れ
か
ら
の
佐
々
町

の
姿
を
後
期
計
画
に
明
確
に
反
映

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
若

者
や
子
育
て
世
代
の
声
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
、
健
康
増
進
を
重
点

と
し
「
佐
々
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
後
期
計

画
に
つ
い
て
で
す
が
、
町
政
は
継

続
性
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て
、
変

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
変
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
小
中
学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
や
高
校
生
と
の
座
談
会
な
ど
、

次
世
代
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
町
の
未
来
を
決

め
る
大
切
な
約
束
事
で
あ
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
世
代
の
生
の
声
を
計

画
づ
く
り
に
生
か
し
、
町
民
み
ん

な
で
つ
く
る
〝
自
分
た
ち
の
計
画
〞

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
前
回

私
が
一
般
質
問
し
た
町
政
懇
談
会

の
開
催
を
早
期
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
行
政
か
ら
も
町
民
に
総
合

計
画
な
ど
思
い
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
町
に
は
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
が

あ
る
が
、
町
と
し
て
の
明
確
な
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
は
存
在
し
な
い
。
防

災
、子
育
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
Ｄ
Ｘ

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
、
方

向
性
と
優
先
順
位
を
示
す
「
佐
々

町
版
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
を
策
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地
域

振
興
の
た
め
の
給
付
金
等
を
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
と
し
て
導
入
す
る

こ
と
で
、
町
内
だ
け
で
資
金
が
還

流
し
、
財
政
確
保
や
行
政
改
革
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
Ｄ
Ｘ
は
重
要
で
あ
り
、
現
在
は

Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
を
設
置
し
、
総
合

計
画
の
中
で
Ｄ
Ｘ
を
位
置
付
け
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
独
立
し
た

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
地
域
通
貨
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
て
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
詳
し
い

人
の
た
め
の
政
策
で
は
な
く
、
高

齢
者
や
子
育
て
世
代
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
、
守
る
た
め
の
道
具
で

あ
る
。
使
っ
て
い
る
う
ち
に
「
い

つ
の
間
に
か
便
利
に
な
っ
て
い
た
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
川
は
佐
々
町
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
も
言
え
る
存
在
で
あ

る
。
教
育
・
文
化
・
観
光
の
軸
と

し
て
再
評
価
し
、
流
域
自
治
体
と

連
携
し
た
活
用
や
、
親
水
護
岸
の

整
備
、
イ
ベ
ン
ト
の
再
構
築
な
ど
、

町
の
〝
核
〞
と
な
る
戦
略
を
描
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
、
河
津
桜
・
シ
ロ
ウ
オ

ま
つ
り
で
の
漁
体
験
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
過
去
に
開
催
さ
れ
て
い
た

筏
下
り
大
会
の
復
活
が
で
き
な
い

か
、
ま
た
、
カ
ヌ
ー
や
サ
ッ
プ
を

個
人
的
に
楽
し
ま
れ
て
い
る
方
も

い
ま
す
の
で
、
研
究
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
佐
々
川
は
、
町
の
歴
史
と
未
来

を
つ
な
ぐ
大
切
な
資
源
で
あ
る
。

日
常
の
中
で
子
ど
も
た
ち
や
家
族

が
集
え
る
川
と
し
て
育
て
て
い
く

こ
と
や
、
シ
ロ
ウ
オ
や
ウ
ナ
ギ
等

を
再
評
価
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
佐
々
町
の
誇

り
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
る
。

佐
々
川
を
舞
台
と
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

佐
々
町
版
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

佐々町総合計画後期計画に濵野町長のビジョンを！

政府の「責任ある積極財政」に連動した佐々町
総合計画の後期計画の策定について
住民の安全安心を確保しながら町政を進めていきます

黒 田  龍 之 介

意
　
見

意
　
見

意
　
見
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■ 

質
　
問

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
の
清
掃
活

動
へ
の
町
内
業
者
の
参
加
率
が
前

年
度
よ
り
下
が
っ
て
い
る
が
、
町

長
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
今
回
の
一
般
質
問
で
こ
の
よ
う

な
事
業
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て

は
、
お
の
お
の
聞
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
何
と
も
言
い
よ
う
が
な

い
と
い
う
状
況
で
す
。

■ 

質
　
問

　
町
内
業
者
と
災
害
協
定
が
結
ば

れ
て
い
な
い
と
聞
い
た
が
本
当
な

の
か
。

■ 

町
　
長

　「
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
に

よ
り
、
双
方
か
ら
特
段
の
意
思
表

示
が
な
い
場
合
は
、
期
間
満
了
日

の
翌
日
か
ら
１
年
間
更
新
す
る
も

の
と
し
、
本
協
定
は
継
続
し
て
い

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
最
低
制
限
価
格
が
５
％
下
が
っ

た
こ
と
に
よ
る
町
内
業
者
の
落
札

率
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

■
建
設
課
長

　
最
低
制
限
価
格
が
下
が
っ
て
か

ら
29
件
中
15
件
、
町
内
業
者
が
落

札
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
入
札
の
参
加
は
佐
々
町
に
本
社

が
あ
る
、
ま
た
は
営
業
所
が
あ
る

と
い
っ
た
地
域
貢
献
状
況
の
高
い

業
者
か
ら
選
定
に
な
る
と
選
定
要

領
に
も
書
い
て
あ
る
が
、
こ
の
政

策
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

■ 

町
　
長

　
今
年
度
ま
で
の
暫
定
措
置
で
す
。

■ 

質
　
問

　
今
後
の
町
内
業
者
と
の
関
係
性

を
町
長
と
し
て
ど
う
考
え
て
い

く
か
。

■ 

町
　
長

　
建
設
業
者
と
の
信
頼
関
係
は
公

共
工
事
の
円
滑
な
実
施
や
地
域
経

済
の
維
持
・
発
展
、
そ
し
て
町
づ

く
り
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
つ
い
て

何
か
や
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

総
務
課
長

　
昨
年
度
、
町
内
会
長
会
の
研
修

で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

■ 

多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
地
域
サ
ロ
ン
の
ほ
う
で
今
年
度

５
か
所
、
計
６
回
、
町
内
会
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
予
防
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 
質
　
問

　
佐
々
町
の
活
性
化
の
た
め
、ｅ
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
や
お
祭
り
を
佐
々

町
で
行
い
た
い
が
、
町
と
し
て
の

支
援
や
協
力
等
が
可
能
で
あ
る
か
。

■ 

町
　
長

　
具
体
的
な
計
画
書
を
作
っ
て
も

ら
い
、
企
画
商
工
課
の
ほ
う
で
基

金
の
事
業
が
あ
る
た
め
、
計
画
書
、

収
支
計
算
書
等
を
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
お
く
ん
ち
開
催
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て
、
小
浦
で
行
わ
れ
て
い
る
、

子
ど
も
相
撲
や
子
泣
き
相
撲
の
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
補
助
等
は
で
き

な
い
の
か
。

■ 

町
　
長

　
過
去
に
青
少
年
健
全
育
成
会
の

ほ
う
で
助
成
し
た
実
例
は
あ
り
ま

す
。
今
回
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

の
は
、
ま
だ
判
断
が
で
き
て
い
な

い
状
況
で
す
。

町内業者との関係性について

建設業者との信頼関係は町づくりにおいて
不可欠な要素です

町
内
業
者
と
の
関
係
性

に
つ
い
て

町
内
の
町
お
こ
し
に

つ
い
て

　
佐
々
町
の
活
性
化
の
た
め

に
は
町
外
の
方
を
呼
び
込
む

こ
と
が
、
財
源
の
確
保
に
つ

な
が
る
‼

ｅスポーツのようす
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■ 

質
　
問

　
総
合
計
画
は
町
行
政
の
最
上
位

計
画
で
あ
り
、
町
の
「
設
計
図
」

で
あ
る
。
16
年
ぶ
り
に
町
長
が
交

代
し
た
今
こ
そ
、
濵
野
町
長
の
政

治
理
念
や
、
こ
れ
か
ら
の
佐
々
町

の
姿
を
後
期
計
画
に
明
確
に
反
映

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
若

者
や
子
育
て
世
代
の
声
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
、
健
康
増
進
を
重
点

と
し
「
佐
々
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
後
期
計

画
に
つ
い
て
で
す
が
、
町
政
は
継

続
性
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て
、
変

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
変
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
小
中
学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
や
高
校
生
と
の
座
談
会
な
ど
、

次
世
代
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
町
の
未
来
を
決

め
る
大
切
な
約
束
事
で
あ
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
世
代
の
生
の
声
を
計

画
づ
く
り
に
生
か
し
、
町
民
み
ん

な
で
つ
く
る
〝
自
分
た
ち
の
計
画
〞

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
前
回

私
が
一
般
質
問
し
た
町
政
懇
談
会

の
開
催
を
早
期
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
行
政
か
ら
も
町
民
に
総
合

計
画
な
ど
思
い
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
町
に
は
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
が

あ
る
が
、
町
と
し
て
の
明
確
な
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
は
存
在
し
な
い
。
防

災
、子
育
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
Ｄ
Ｘ

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
、
方

向
性
と
優
先
順
位
を
示
す
「
佐
々

町
版
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
を
策
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地
域

振
興
の
た
め
の
給
付
金
等
を
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
と
し
て
導
入
す
る

こ
と
で
、
町
内
だ
け
で
資
金
が
還

流
し
、
財
政
確
保
や
行
政
改
革
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
Ｄ
Ｘ
は
重
要
で
あ
り
、
現
在
は

Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
を
設
置
し
、
総
合

計
画
の
中
で
Ｄ
Ｘ
を
位
置
付
け
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
独
立
し
た

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
地
域
通
貨
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
て
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
詳
し
い

人
の
た
め
の
政
策
で
は
な
く
、
高

齢
者
や
子
育
て
世
代
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
、
守
る
た
め
の
道
具
で

あ
る
。
使
っ
て
い
る
う
ち
に
「
い

つ
の
間
に
か
便
利
に
な
っ
て
い
た
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
川
は
佐
々
町
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
も
言
え
る
存
在
で
あ

る
。
教
育
・
文
化
・
観
光
の
軸
と

し
て
再
評
価
し
、
流
域
自
治
体
と

連
携
し
た
活
用
や
、
親
水
護
岸
の

整
備
、
イ
ベ
ン
ト
の
再
構
築
な
ど
、

町
の
〝
核
〞
と
な
る
戦
略
を
描
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
、
河
津
桜
・
シ
ロ
ウ
オ

ま
つ
り
で
の
漁
体
験
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
過
去
に
開
催
さ
れ
て
い
た

筏
下
り
大
会
の
復
活
が
で
き
な
い

か
、
ま
た
、
カ
ヌ
ー
や
サ
ッ
プ
を

個
人
的
に
楽
し
ま
れ
て
い
る
方
も

い
ま
す
の
で
、
研
究
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
佐
々
川
は
、
町
の
歴
史
と
未
来

を
つ
な
ぐ
大
切
な
資
源
で
あ
る
。

日
常
の
中
で
子
ど
も
た
ち
や
家
族

が
集
え
る
川
と
し
て
育
て
て
い
く

こ
と
や
、
シ
ロ
ウ
オ
や
ウ
ナ
ギ
等

を
再
評
価
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
佐
々
町
の
誇

り
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
る
。

佐
々
川
を
舞
台
と
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

佐
々
町
版
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

佐々町総合計画後期計画に濵野町長のビジョンを！

政府の「責任ある積極財政」に連動した佐々町
総合計画の後期計画の策定について
住民の安全安心を確保しながら町政を進めていきます

黒 田  龍 之 介

意
　
見

意
　
見

意
　
見
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棚 橋 　 優 汰

■ 

質
　
問

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
の
清
掃
活

動
へ
の
町
内
業
者
の
参
加
率
が
前

年
度
よ
り
下
が
っ
て
い
る
が
、
町

長
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
今
回
の
一
般
質
問
で
こ
の
よ
う

な
事
業
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て

は
、
お
の
お
の
聞
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
何
と
も
言
い
よ
う
が
な

い
と
い
う
状
況
で
す
。

■ 

質
　
問

　
町
内
業
者
と
災
害
協
定
が
結
ば

れ
て
い
な
い
と
聞
い
た
が
本
当
な

の
か
。

■ 

町
　
長

　「
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
に

よ
り
、
双
方
か
ら
特
段
の
意
思
表

示
が
な
い
場
合
は
、
期
間
満
了
日

の
翌
日
か
ら
１
年
間
更
新
す
る
も

の
と
し
、
本
協
定
は
継
続
し
て
い

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
最
低
制
限
価
格
が
５
％
下
が
っ

た
こ
と
に
よ
る
町
内
業
者
の
落
札

率
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

■
建
設
課
長

　
最
低
制
限
価
格
が
下
が
っ
て
か

ら
29
件
中
15
件
、
町
内
業
者
が
落

札
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
入
札
の
参
加
は
佐
々
町
に
本
社

が
あ
る
、
ま
た
は
営
業
所
が
あ
る

と
い
っ
た
地
域
貢
献
状
況
の
高
い

業
者
か
ら
選
定
に
な
る
と
選
定
要

領
に
も
書
い
て
あ
る
が
、
こ
の
政

策
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

■ 
町
　
長

　
今
年
度
ま
で
の
暫
定
措
置
で
す
。

■ 

質
　
問

　
今
後
の
町
内
業
者
と
の
関
係
性

を
町
長
と
し
て
ど
う
考
え
て
い

く
か
。

■ 

町
　
長

　
建
設
業
者
と
の
信
頼
関
係
は
公

共
工
事
の
円
滑
な
実
施
や
地
域
経

済
の
維
持
・
発
展
、
そ
し
て
町
づ

く
り
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
つ
い
て

何
か
や
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

総
務
課
長

　
昨
年
度
、
町
内
会
長
会
の
研
修

で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

■ 

多
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
地
域
サ
ロ
ン
の
ほ
う
で
今
年
度

５
か
所
、
計
６
回
、
町
内
会
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
予
防
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
佐
々
町
の
活
性
化
の
た
め
、ｅ
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
や
お
祭
り
を
佐
々

町
で
行
い
た
い
が
、
町
と
し
て
の

支
援
や
協
力
等
が
可
能
で
あ
る
か
。

■ 

町
　
長

　
具
体
的
な
計
画
書
を
作
っ
て
も

ら
い
、
企
画
商
工
課
の
ほ
う
で
基

金
の
事
業
が
あ
る
た
め
、
計
画
書
、

収
支
計
算
書
等
を
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
お
く
ん
ち
開
催
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て
、
小
浦
で
行
わ
れ
て
い
る
、

子
ど
も
相
撲
や
子
泣
き
相
撲
の
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
補
助
等
は
で
き

な
い
の
か
。

■ 

町
　
長

　
過
去
に
青
少
年
健
全
育
成
会
の

ほ
う
で
助
成
し
た
実
例
は
あ
り
ま

す
。
今
回
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

の
は
、
ま
だ
判
断
が
で
き
て
い
な

い
状
況
で
す
。

町内業者との関係性について

建設業者との信頼関係は町づくりにおいて
不可欠な要素です

町
内
業
者
と
の
関
係
性

に
つ
い
て

町
内
の
町
お
こ
し
に

つ
い
て

　
佐
々
町
の
活
性
化
の
た
め

に
は
町
外
の
方
を
呼
び
込
む

こ
と
が
、
財
源
の
確
保
に
つ

な
が
る
‼

ｅスポーツのようす
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西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会

■ 

日
　時

　
令
和
８
年
１
月
17
日
（
土
）

　
午
前
11
時
〜

■ 

会
　場 

　
鹿
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■ 

内
　容

　
・
進
歩
状
況
報
告

　
・
地
元
意
見
発
表 

■ 

決
　議

一
．
松
浦
佐
々
道
路
、
伊
万
里
松
浦
道
路
及
び
伊
万
里
道
路

の
早
期
完
成

一
．
佐
世
保
中
央
Ｉ
Ｃ
〜
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化

の
早
期
完
成
及
び
武
雄
南
Ｉ
Ｃ
〜
波
佐
見
有
田
Ｉ
Ｃ
間
の

４
車
線
化
の
整
備
促
進

　
ま
た
、
波
佐
見
有
田
Ｉ
Ｃ
〜
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車

線
化
の
早
期
着
手

一
．
地
方
創
生
２
．０
に
よ
り
日
本
全
体
の
経
済
の
活
力
を

取
り
戻
し
て
い
く
た
め
、
国
内
投
資
拡
大
や
生
産
性
向
上

に
つ
な
が
る
高
規
格
道
路 

の
整
備
及
び
暫
定
２
車
線
の

４
車
線
化
な
ど
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化

を
図
る
こ
と

一
．「
第
一
次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
の
実
現
に
必

要
な
予
算
に
つ
い
て
、
通
常
道
路
予
算
と
は
別
枠
で
確
保

す
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
過
程
で
も
資
材
価
格
や
人
件

費
の
高
騰
等
の
影
響
を
適
切
に
反
映
し
、
必
要
な
予
算
を

満
額
確
保
す
る
こ
と

一
．
大
規
模
自
然
災
害
に
即
応
す
る
た
め
の
地
方
整
備
局
な

ど
の
体
制
強
化
や
必
要
と
な
る
資
機
材
の
更
な
る
確
保
に

取
り
組
む
こ
と

■ 

所
　感

　
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会
に
参
加
し
、
全
線
開
通

に
む
け
た
関
係
者
の
強
い
思
い
と
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
努
力
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　
す
で
に
開
通
し
た
区
間
で
は
、
移
動
時
間
の
短
縮
や
地
域

間
の
つ
な
が
り
の
強
化
と
い
っ
た
効
果
が
現
れ
て
お
り
、
道

路
整
備
が
地
域
暮
ら
し
や
経
済
、
防
災
に
果
た
す
役
割
の
大

き
さ
を
再
認
識
し
た
。

　
一
方
で
、
未
開
通
区
画
や
４
車
線
化
が
進
ん
で
い
な
い
区

間
も
残
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
「
つ
な
が
っ
て
こ
そ
価
値
を

発
揮
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

　
今
後
も
沿
線
自
治
体
と
一
体
と
な
り
、
国
・
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
早
期
完
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
大
会
で
あ
っ
た
。

事業計画概要図ガンバロー三唱

佐々町議会だより　第157号（令和8年2月１日）16

インターンシップ生を受け入れました
　佐々町議会では、学生の皆さんに役場の仕事を知ってもらい、実際の業務体験を通して将来の
進路選択に少しでも役立ててもらうため、県内の高等学校及び大学からインターンシップ生の受
け入れを行っています。
　今回は、令和７年12月９日から11日までの３日間、長崎県立佐世保商業高等学校の１年生１名
を受け入れ、以下のような業
務を体験していただきました。

＜主な体験業務＞
　・会議室の準備、片付け
　・会議（委員会）への出席
　・会議の結果報告作成
　・会議録の反訳
　・給仕 議会広報委員会のようす 会議録反訳のようす

インターンシップを通した学び
長崎県立佐世保商業高等学校１年　石　田　結　花

　私は、佐々町役場議会事務局で３日間インターンシップを体験させていただきました。初めは、ど
んな仕事をするのかぼんやりとしかわかりませんでしたが、実際に仕事をさせてもらい、すごく難し
く大変でした。資料の準備や、議員さんへのお茶出し、会議録の作成などを体験させていただきました。
　会議録の作成は初めてのことだったのでとても時間がかかりました。何度も聴きなおし、間違いが
ないのかという確認を行い、自分が知らない難しい言葉が出てきたら調べて作成することが大変でし
た。緊張していて上手く対応ができなかった場面がありましたが、議会事務局の方や議員さん方が話
しかけてくださったので少しずつ緊張が解け、自分から分からないことを質問できるようになりまし
た。今回のインターンシップで私は「コミュニケーション能力の大切さ」を学びました。様々な方と
お会いして、挨拶をしたりお話をしたりする中でコミュニケーション能力が必要だと実感しました。
私は国際コミュニケーション科なので学校生活の中でコミュニケーション能力を培っていきたいです。
　私は進路が明確に決まっていないため、今回のインターンシップを参考に進路について考えていき
たいと思います。議員さん方が佐々町のために沢山動いている様子を見て、私も佐々町民として将来
佐々町のために動ける大人になりたいです。
　定例会前の忙しい期間の中、インターンシップを受け入れてくださった議員の皆様、議会事務局の
皆様、佐々町役場の皆様、３日間ありがとうございました。

インターンシップの石田さんへ
　この度は、インターンシップ先として佐々町役場議会事務局を選んでいただきありがとうございま
した。
　私自身、前職において４年間、組織の事務局業務を担当した経験があります。議会事務局の仕事とは、
議会や組織全体が円滑かつ継続的に機能するよう、実務全般を支える中枢的な役割を担うものです。
また、業務面だけでなく、執行部や議員への対応、対外的な窓口業務など、人と人との関係性も非常
に重要であり、人材としての魅力や資質が問われる職務であると感じています。
　石田さんは、丁寧な言葉使いで落ち着いて対応され、会議に参加された際には熱心にメモを取る姿
が印象的でした。真面目で誠実な姿勢が随所に表れており、
将来が楽しみな方だと感じました。
　数年後には就職という大きな節目を迎えられると思います
が、今回のインターンシップで得た経験を自信つなげ、夢に
向かって着実に前進していただければ幸いです。３日間、本
当にお疲れさまでした。

議会広報委員会　　委員長　黒田　龍之介
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州
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道
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進
大
会
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　時
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午
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会
　場 

　
鹿
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■ 

内
　容

　
・
進
歩
状
況
報
告

　
・
地
元
意
見
発
表 

■ 

決
　議

一
．
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た
、
波
佐
見
有
田
Ｉ
Ｃ
〜
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車

線
化
の
早
期
着
手

一
．
地
方
創
生
２
．０
に
よ
り
日
本
全
体
の
経
済
の
活
力
を

取
り
戻
し
て
い
く
た
め
、
国
内
投
資
拡
大
や
生
産
性
向
上

に
つ
な
が
る
高
規
格
道
路 

の
整
備
及
び
暫
定
２
車
線
の

４
車
線
化
な
ど
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化

を
図
る
こ
と

一
．「
第
一
次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期
計
画
」
の
実
現
に
必

要
な
予
算
に
つ
い
て
、
通
常
道
路
予
算
と
は
別
枠
で
確
保

す
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
過
程
で
も
資
材
価
格
や
人
件

費
の
高
騰
等
の
影
響
を
適
切
に
反
映
し
、
必
要
な
予
算
を

満
額
確
保
す
る
こ
と

一
．
大
規
模
自
然
災
害
に
即
応
す
る
た
め
の
地
方
整
備
局
な

ど
の
体
制
強
化
や
必
要
と
な
る
資
機
材
の
更
な
る
確
保
に

取
り
組
む
こ
と

■ 

所
　感

　
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会
に
参
加
し
、
全
線
開
通

に
む
け
た
関
係
者
の
強
い
思
い
と
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
努
力
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　
す
で
に
開
通
し
た
区
間
で
は
、
移
動
時
間
の
短
縮
や
地
域

間
の
つ
な
が
り
の
強
化
と
い
っ
た
効
果
が
現
れ
て
お
り
、
道

路
整
備
が
地
域
暮
ら
し
や
経
済
、
防
災
に
果
た
す
役
割
の
大

き
さ
を
再
認
識
し
た
。

　
一
方
で
、
未
開
通
区
画
や
４
車
線
化
が
進
ん
で
い
な
い
区

間
も
残
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
「
つ
な
が
っ
て
こ
そ
価
値
を

発
揮
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

　
今
後
も
沿
線
自
治
体
と
一
体
と
な
り
、
国
・
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
早
期
完
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
大
会
で
あ
っ
た
。
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インターンシップ生を受け入れました
　佐々町議会では、学生の皆さんに役場の仕事を知ってもらい、実際の業務体験を通して将来の
進路選択に少しでも役立ててもらうため、県内の高等学校及び大学からインターンシップ生の受
け入れを行っています。
　今回は、令和７年12月９日から11日までの３日間、長崎県立佐世保商業高等学校の１年生１名
を受け入れ、以下のような業
務を体験していただきました。

＜主な体験業務＞
　・会議室の準備、片付け
　・会議（委員会）への出席
　・会議の結果報告作成
　・会議録の反訳
　・給仕 議会広報委員会のようす 会議録反訳のようす

インターンシップを通した学び
長崎県立佐世保商業高等学校１年　石　田　結　花

　私は、佐々町役場議会事務局で３日間インターンシップを体験させていただきました。初めは、ど
んな仕事をするのかぼんやりとしかわかりませんでしたが、実際に仕事をさせてもらい、すごく難し
く大変でした。資料の準備や、議員さんへのお茶出し、会議録の作成などを体験させていただきました。
　会議録の作成は初めてのことだったのでとても時間がかかりました。何度も聴きなおし、間違いが
ないのかという確認を行い、自分が知らない難しい言葉が出てきたら調べて作成することが大変でし
た。緊張していて上手く対応ができなかった場面がありましたが、議会事務局の方や議員さん方が話
しかけてくださったので少しずつ緊張が解け、自分から分からないことを質問できるようになりまし
た。今回のインターンシップで私は「コミュニケーション能力の大切さ」を学びました。様々な方と
お会いして、挨拶をしたりお話をしたりする中でコミュニケーション能力が必要だと実感しました。
私は国際コミュニケーション科なので学校生活の中でコミュニケーション能力を培っていきたいです。
　私は進路が明確に決まっていないため、今回のインターンシップを参考に進路について考えていき
たいと思います。議員さん方が佐々町のために沢山動いている様子を見て、私も佐々町民として将来
佐々町のために動ける大人になりたいです。
　定例会前の忙しい期間の中、インターンシップを受け入れてくださった議員の皆様、議会事務局の
皆様、佐々町役場の皆様、３日間ありがとうございました。

インターンシップの石田さんへ
　この度は、インターンシップ先として佐々町役場議会事務局を選んでいただきありがとうございま
した。
　私自身、前職において４年間、組織の事務局業務を担当した経験があります。議会事務局の仕事とは、
議会や組織全体が円滑かつ継続的に機能するよう、実務全般を支える中枢的な役割を担うものです。
また、業務面だけでなく、執行部や議員への対応、対外的な窓口業務など、人と人との関係性も非常
に重要であり、人材としての魅力や資質が問われる職務であると感じています。
　石田さんは、丁寧な言葉使いで落ち着いて対応され、会議に参加された際には熱心にメモを取る姿
が印象的でした。真面目で誠実な姿勢が随所に表れており、
将来が楽しみな方だと感じました。
　数年後には就職という大きな節目を迎えられると思います
が、今回のインターンシップで得た経験を自信つなげ、夢に
向かって着実に前進していただければ幸いです。３日間、本
当にお疲れさまでした。

議会広報委員会　　委員長　黒田　龍之介
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佐
々
町
議
会
９
月
定
例
会
の
最
終

日
、
傍
聴
席
に
置
い
て
あ
る
令
和
６
年

度
決
算
資
料
を
め
く
っ
て
い
る
と
「
企

業
誘
致
受
入
適
地
（
小
浦
南
部
地
区
町

有
地
）：購
入
済
面
積
（
約
21
ヘ
ク
タ
ー

ル
）」
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
内
に
工
場
等
を
設
置
す
る

た
め
の
用
地
と
し
て
取
得
し
て
い
る
も

の
で
、
計
画
で
は
残
り
14
筆
（
約
４
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
購
入
す
る
予
定
の

よ
う
で
す
。
一
方
、
隣
の
佐
世
保
市
に

は
「
相
浦
工
業
団
地
（
有
効
面
積
：
約

５
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
）」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
相
浦
工
業
団
地
は
分
譲
を
始
め
て

６
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
未
だ
企
業
の

立
地
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
も
、
土
地
取
得
奨
励
金
や
立
地

奨
励
金
な
ど
佐
々
町
（
佐
々
町
工
場
設

置
奨
励
条
例
に
基
づ
く
措
置
）
よ
り
優

れ
た
優
遇
措
置
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
で
す
。

　
佐
々
町
の
監
査
に
よ
る
令
和
６
年
度

決
算
審
査
意
見
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
中
）
に
よ
れ
ば
令
和
６
年
度
に

「
小
浦
南
部
地
区
工
場
団
地
用
地
費
」

と
し
て
１
億
３
千
６
百
万
円
の
予
算
が

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
過
去
に
用
地

取
得
に
要
し
た
費
用
を
土
地
開
発
基
金

か
ら
一
般
財
源
に
振
り
替
え
た
も
の
）

し
か
し
な
が
ら
、
取
得
し
た
土
地
に
工

場
を
設
置
で
き
る
よ
う
な
用
地
と
し
て

整
備
す
る
に
は
樹
木
を
伐
採
し
、
切
土

盛
土
で
土
地
を
均
し
、
取
付
け
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
更
に
莫
大
な
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
企
業
誘
致
は
自
治
体
に
住

む
住
民
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め

に
取
り
組
む
も
の
で
す
が
、
経
済
状
況

や
産
業
構
造
が
変
化
す
る
中
、
将
来
を

見
通
す
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、
誘
致

に
応
じ
る
企
業
の
最
大
の
関
心
事
は

〝
人
材
確
保
〞
で
す
。
進
出
す
る
企
業

の
業
態
に
応
じ
た
人
材
が
確
実
に
確
保

で
き
る
の
か
？
が
見
通
せ
な
け
れ
ば
如

何
な
る
優
遇
措
置
を
講
じ
て
も
誘
致
は

困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
町
の
財
政
状
況
を
見
る
と
、
新
庁
舎

建
設
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設

備
改
良
・
し
尿
前
処
理
施
設
な
ど
大
型

事
業
が
集
中
し
た
た
め
に
仕
方
の
な
い

こ
と
で
す
が
町
の
貯
金
（
各
種
基
金
）

は
目
減
り
し
、
借
金
（
町
債
）
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
各
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

な
ど
に
伴
う
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
緊
急
性
や
必
要
性
の

高
い
も
の
か
ら
慎
重
に
選
択
し
て
実
施

す
る
（〝
あ
れ
も
こ
れ
も
〞
で
は
な
く

〝
あ
れ
か
こ
れ
か
〞
の
選
択
と
集
中
）

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
佐
々
町
に
は
西
九
道
の
イ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
数
多
く
の
公
園
・
水
量
豊
富
な

佐
々
川
を
有
し
、
多
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と

企
業
誘
致
の
た
め
の

  

土
地
造
成
が
必
要
な
の
？

し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
も
活
発
に
活
動
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
で
住
む
の
に
適
し
た
豊

か
な
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
特
長
を
活
か
し
て
整
備
す
る
と
し
た

ら〝
住
環
境
〞で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
!?

　
企
業
誘
致
も
目
的
に
合
致
し
た
結
果

を
見
る
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
・
労

力
・
費
用
を
要
し
ま
す
。
こ
こ
は
大
胆

に
方
針
転
換
を
試
み
て
「
住
宅
用
地
」

と
し
て
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
佐
々
町
議
の
み
な
さ
ん
は
９
月
末
か

ら
10
月
に
か
け
て
６
日
間
に
も
わ
た
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
令
和
６
年
度

決
算
を
審
査
す
る
中
で
佐
々
町
に
お
け

る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
容
は
佐
々
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
役
場
の
総
て
の
部
所
か

ら
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
内
容
を
精
査
す
る
と
い
う

深
い
知
見
と
根
気
を
要
す
る
仕
事

で
す
。

　
令
和
８
年
３
月
議
会
は
新
年
度
と
な

る
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
を
審
議
す

る
大
切
な
議
会
と
な
り
ま
す
。
前
年
度

の
決
算
審
査
で
指
摘
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

を
踏
ま
え
た
実
り
あ
る
審
議
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　

染
川
　
勝
英

町民の皆様からよせられた

※原文の通り掲載しています。

声 ご意見 ! !
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６
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。
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取
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５
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共
施
設
の
老
朽
化
対
策

な
ど
に
伴
う
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
緊
急
性
や
必
要
性
の

高
い
も
の
か
ら
慎
重
に
選
択
し
て
実
施

す
る
（〝
あ
れ
も
こ
れ
も
〞
で
は
な
く

〝
あ
れ
か
こ
れ
か
〞
の
選
択
と
集
中
）

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
佐
々
町
に
は
西
九
道
の
イ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
数
多
く
の
公
園
・
水
量
豊
富
な

佐
々
川
を
有
し
、
多
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
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　原稿を基本とします
が記載の際に一部修正
をする場合があります。
また、紙面の都合上、す
べての原稿をお載せで
きない場合があります
ので、予めご了承くだ
さい。なお、議員または
職員個人に関する記事
はご遠慮ください。

し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
も
活
発
に
活
動
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
で
住
む
の
に
適
し
た
豊

か
な
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
特
長
を
活
か
し
て
整
備
す
る
と
し
た

ら〝
住
環
境
〞で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
!?

　
企
業
誘
致
も
目
的
に
合
致
し
た
結
果

を
見
る
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
・
労

力
・
費
用
を
要
し
ま
す
。
こ
こ
は
大
胆

に
方
針
転
換
を
試
み
て
「
住
宅
用
地
」

と
し
て
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
佐
々
町
議
の
み
な
さ
ん
は
９
月
末
か

ら
10
月
に
か
け
て
６
日
間
に
も
わ
た
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
令
和
６
年
度

決
算
を
審
査
す
る
中
で
佐
々
町
に
お
け

る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
容
は
佐
々
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
役
場
の
総
て
の
部
所
か

ら
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
内
容
を
精
査
す
る
と
い
う

深
い
知
見
と
根
気
を
要
す
る
仕
事

で
す
。

　
令
和
８
年
３
月
議
会
は
新
年
度
と
な

る
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
を
審
議
す

る
大
切
な
議
会
と
な
り
ま
す
。
前
年
度

の
決
算
審
査
で
指
摘
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

を
踏
ま
え
た
実
り
あ
る
審
議
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　

染
川
　
勝
英
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佐
々
町
議
会
９
月
定
例
会
の
最
終

日
、
傍
聴
席
に
置
い
て
あ
る
令
和
６
年

度
決
算
資
料
を
め
く
っ
て
い
る
と
「
企

業
誘
致
受
入
適
地
（
小
浦
南
部
地
区
町

有
地
）：購
入
済
面
積
（
約
21
ヘ
ク
タ
ー

ル
）」
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
町
内
に
工
場
等
を
設
置
す
る

た
め
の
用
地
と
し
て
取
得
し
て
い
る
も

の
で
、
計
画
で
は
残
り
14
筆
（
約
４
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
購
入
す
る
予
定
の

よ
う
で
す
。
一
方
、
隣
の
佐
世
保
市
に

は
「
相
浦
工
業
団
地
（
有
効
面
積
：
約

５
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
）」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
相
浦
工
業
団
地
は
分
譲
を
始
め
て

６
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
未
だ
企
業
の

立
地
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
も
、
土
地
取
得
奨
励
金
や
立
地

奨
励
金
な
ど
佐
々
町
（
佐
々
町
工
場
設

置
奨
励
条
例
に
基
づ
く
措
置
）
よ
り
優

れ
た
優
遇
措
置
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
で
す
。

　
佐
々
町
の
監
査
に
よ
る
令
和
６
年
度

決
算
審
査
意
見
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
中
）
に
よ
れ
ば
令
和
６
年
度
に

「
小
浦
南
部
地
区
工
場
団
地
用
地
費
」

と
し
て
１
億
３
千
６
百
万
円
の
予
算
が

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
過
去
に
用
地

取
得
に
要
し
た
費
用
を
土
地
開
発
基
金

か
ら
一
般
財
源
に
振
り
替
え
た
も
の
）

し
か
し
な
が
ら
、
取
得
し
た
土
地
に
工

場
を
設
置
で
き
る
よ
う
な
用
地
と
し
て

整
備
す
る
に
は
樹
木
を
伐
採
し
、
切
土

盛
土
で
土
地
を
均
し
、
取
付
け
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
更
に
莫
大
な
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
企
業
誘
致
は
自
治
体
に
住

む
住
民
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め

に
取
り
組
む
も
の
で
す
が
、
経
済
状
況

や
産
業
構
造
が
変
化
す
る
中
、
将
来
を

見
通
す
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、
誘
致

に
応
じ
る
企
業
の
最
大
の
関
心
事
は

〝
人
材
確
保
〞
で
す
。
進
出
す
る
企
業

の
業
態
に
応
じ
た
人
材
が
確
実
に
確
保

で
き
る
の
か
？
が
見
通
せ
な
け
れ
ば
如

何
な
る
優
遇
措
置
を
講
じ
て
も
誘
致
は

困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
町
の
財
政
状
況
を
見
る
と
、
新
庁
舎

建
設
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設

備
改
良
・
し
尿
前
処
理
施
設
な
ど
大
型

事
業
が
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し
た
た
め
に
仕
方
の
な
い

こ
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で
す
が
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の
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（
各
種
基
金
）

は
目
減
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し
、
借
金
（
町
債
）
が
増
え

て
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ま
す
。

　
今
後
も
各
公
共
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設
の
老
朽
化
対
策

な
ど
に
伴
う
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
緊
急
性
や
必
要
性
の

高
い
も
の
か
ら
慎
重
に
選
択
し
て
実
施

す
る
（〝
あ
れ
も
こ
れ
も
〞
で
は
な
く

〝
あ
れ
か
こ
れ
か
〞
の
選
択
と
集
中
）

必
要
が
あ
り
ま
す
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佐
々
町
に
は
西
九
道
の
イ
ン
タ
ー
が

あ
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、
大
型
の
シ
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ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
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や
数
多
く
の
公
園
・
水
量
豊
富
な

佐
々
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を
有
し
、
多
世
代
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括
支
援
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ン
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や
社
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協
議
会
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結
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針
転
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き
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月
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審
査
特
別
委
員
会
で
令
和
６
年
度
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算
を
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す
る
中
で
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に
お
け

る
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な
課
題
に
つ
い
て
も
議
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さ
れ

て
い
ま
す
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内
容
は
佐
々
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
役
場
の
総
て
の
部
所
か

ら
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
内
容
を
精
査
す
る
と
い
う

深
い
知
見
と
根
気
を
要
す
る
仕
事

で
す
。

　
令
和
８
年
３
月
議
会
は
新
年
度
と
な

る
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
を
審
議
す

る
大
切
な
議
会
と
な
り
ま
す
。
前
年
度

の
決
算
審
査
で
指
摘
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

を
踏
ま
え
た
実
り
あ
る
審
議
を
期
待
し
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い
ま
す
。

佐
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須
和
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染
川
　
勝
英
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る
と
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（
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区
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有
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入
済
面
積
（
約
21
ヘ
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ル
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が
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に
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り
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し
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こ
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に
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等
を
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る
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め
の
用
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と
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取
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し
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に
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な
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の
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も
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を
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に
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財
政
運
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ら
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や
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性
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で
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あ
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と
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り
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に
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九
道
の
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が
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、
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型
の
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グ
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や
数
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の
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佐
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代
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べての原稿をお載せで
きない場合があります
ので、予めご了承くだ
さい。なお、議員または
職員個人に関する記事
はご遠慮ください。

し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
も
活
発
に
活
動
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
で
住
む
の
に
適
し
た
豊

か
な
町
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
特
長
を
活
か
し
て
整
備
す
る
と
し
た

ら〝
住
環
境
〞で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
!?

　
企
業
誘
致
も
目
的
に
合
致
し
た
結
果

を
見
る
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
・
労

力
・
費
用
を
要
し
ま
す
。
こ
こ
は
大
胆

に
方
針
転
換
を
試
み
て
「
住
宅
用
地
」

と
し
て
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
佐
々
町
議
の
み
な
さ
ん
は
９
月
末
か

ら
10
月
に
か
け
て
６
日
間
に
も
わ
た
る

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
令
和
６
年
度

決
算
を
審
査
す
る
中
で
佐
々
町
に
お
け

る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
容
は
佐
々
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
役
場
の
総
て
の
部
所
か

ら
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
内
容
を
精
査
す
る
と
い
う

深
い
知
見
と
根
気
を
要
す
る
仕
事

で
す
。

　
令
和
８
年
３
月
議
会
は
新
年
度
と
な

る
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
を
審
議
す

る
大
切
な
議
会
と
な
り
ま
す
。
前
年
度

の
決
算
審
査
で
指
摘
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

を
踏
ま
え
た
実
り
あ
る
審
議
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　

染
川
　
勝
英
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議
会
日
誌

【
11
月
】

　
７
日
　
議
会
広
報
委
員
会

　
12
日
　
第
69
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

　
13
日
　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

　
　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

　
17
ー
18
日
　
先
進
地
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　（
奈
良
県
広
陵
町
・
岐
阜
県
笠
松
町
）

　
19
日
　
長
崎
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
県
知
事
要
望

　
　
　
　
　
正
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修
会

　
25
日
　
松
浦
鉄
道
自
治
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
要
望
活
動
（
国
土
交
通
省
）

　
25
日
　
総
務
厚
生
委
員
会

　
26
日
　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

【
12
月
】

　
９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

　
17
日
　
12
月
定
例
会
（
１
日
目
）

　
18
日
　
12
月
定
例
会
（
２
日
目
）

　
19
日
　
12
月
定
例
会
（
３
日
目
）

　
22
日
　
松
浦
鉄
道
自
治
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
臨
時
総
会

　
23
日
　
全
員
協
議
会

　
議
会
だ
よ
り
を
ま
と
め
な

が
ら
、
こ
れ
、
ち
ゃ
ん
と
読

ん
で
も
ら
え
て
い
る
か
な
、

少
し
は
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
か
な
、
な
ん
て
考
え
て

い
ま
す
。

　
知
人
か
ら
「
議
会
だ
よ

り
っ
て
初
め
て
見
た
」
と
い

う
声
を
聞
く
と
、
も
し
か
す

る
と
、
読
む
人
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
る
の
か
な
、
と
も

思
い
ま
す
。

　
こ
の
一
冊
が
、
町
の
こ
と

を
考
え
る
小
さ
な
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
、

と
思
い
ま
す
。

　議
会
広
報
委
員
会
　

　
副
委
員
長
　
山
之
内
英
樹

つ
ぶ
や
き

次回定例会の傍聴ご案内
3月を予定しています。日程については、広報無線、
佐々町公式ホームページでお知らせします。
12月定例会の傍聴者数は36人でした。

　
新
た
に
選
出
さ
れ
た
議
員
に
期

待
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
、
議
会
と
し
て
大
変
心
強
く

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
町
政
を
取

り
巻
く
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
中
で
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が

責
任
を
持
ち
、
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
議
論
を
尽
く
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

世
代
や
立
場
の
違
い
を
超
え
た
活

発
な
議
論
を
行
い
、
町
の
将
来
に

つ
な
が
る
政
策
提
案
と
監
視
機
能

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
町
政
に
対

す
る
信
頼
の
回
復
は
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
重
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
議
会
は
行
政

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
と
し
て
、

説
明
責
任
や
意
思
決
定
の
過
程
が

町
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
る
か
を

常
に
問
い
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
と
丁
寧
な
議
論
を
重

ね
、
町
民
・
行
政
・
議
会
が
同
じ

方
向
を
向
い
て
進
め
る
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
◆
◆  

町
民
の
声
　
回
答 

（
№
156
号
）  

◆
◆
◆

【
新
進
気
鋭
・
新
議
員
の
活
躍

と
躍
進
を
期
待
】

須
崎
免
　
宮
﨑
　
勝
紀

【
信
頼
回
復
に
向
け
た
、
官
民

一
体
の
取
り
組
み
を
】

平
野
免
　
藤
永
　
諭

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

　
議
会
だ
よ
り
156
号
の
７
ペ
ー
ジ
「
中
期
財
政
見
通

し
の
推
計
」
の
歳
出
の
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
、下
記
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

任意的経費計（④～⑧）
の令和８年度の欄
（誤）72億4,000万円
（正）27億4,000万円
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